
仲
間

と
共

に
泣

き
、

笑
い

な
が

ら
、

ひ
た

す
ら

積
み

重
ね

た
練

習
の

日
々

。
そ

の
一

音
一

歩
は

確
か

な
自

信
と

な
っ

て
、

彼
ら

の
大

き
な

力
と

な
る

。

三
沢

商
業

高
等

学
校

吹
奏

楽
部

の
マ

ー
チ

ン
グ

練
習
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【マーチングバンド】
　編隊を組み歩きながら楽器を演奏する、軍楽隊のパレードなどでも知られてい
るマーチングバンド。管楽器を演奏する「ブラス」や、動きながら打楽器を演奏
する「バッテリー」、打楽器を置いて演奏する「ピット」、フラッグなどを使い体
の動きで表現する「カラーガード」などのセクションが複雑に連携して、美しい
動きとハーモニーを生み出す。

【マーチングバンド大会】
　（一社）日本マーチングバンド・バトントワーリング協会と

（社）全日本吹奏楽連盟が主催する、大きく２つの大会があり、
内容は異なる。
　三沢商業高校吹奏楽部が出場した前者の大会は、今年で東
北大会が 41 回、全国大会は 40 回を数える。マーチング、カラー
ガード、バトントワーリングなどの部門別、年代別に出場す
る団体が 30 メートル四方のフロアの中で８分以内に演技・
演奏する「フロアドリル」を、音楽や視覚の効果、管楽器や
打楽器、動きの技術といった 5 項目で有識者が審査。得点に
応じて全ての団体に金賞、銀賞、銅賞のいずれかが授与される。
金賞の中でさらに優秀とされる団体には、上位大会への推薦

（出場権）やグランプリなどの賞が与えられる。三沢商業高校
吹奏楽部は高等学校の部・中編成（55 人以上 90 人以内）の
部に出場した。

【カラーガード】
　軍隊における旗の警護隊が起源。マー
チングの演技中では楽器演奏をせず、
テーマを色濃く表す衣装に身を包み、旗
などの手具を使いながら体全体で視覚
的・立体的にショーを演出する。

【ピット（フロントピット）】
　ブラスの前にさまざまな打楽器を置い
て演奏する。歩くことはないが、時に一
人で複数の打楽器を持ち替えながら奏で
る音色は、マーチングの音楽に華やかさ
を加える大事な存在。

【バッテリー】
　歩きながら、８～ 15㎏あるスネア、
バス、マルチなど数種類のドラムを演奏
する。バンド全体のテンポを維持する
役割も担い、演奏中の見せ場「ドラム
ショー」では、打つだけでなくスティッ
クを使った視覚的な演技も見せる。

【ブラス】
　カラーガード、バッテリーと共にさま
ざまな隊列を組み、また変化させながら
複数の管楽器で演奏する。最も人数が多
いセクション。

【ドラムメジャー】
　マーチングバンドの指揮者。横や後ろ
を向いて演奏することの多いマーチング
バンドでは、数人のサブドラムメジャー
を置くこともある。練習でも常にテンポ
を維持しながら指示を出す。

1234

目標に向かって全員で歩み続けてきた三沢商業高校吹奏楽部のマーチングバンド。

華やかなステージの裏側にある、部員の努力と周囲の人々の支え。そして想い。

　
『
一
糸
乱
れ
ぬ
』
と
い
う
言
葉

は
あ
る
が
、
実
現
は
簡
単
で
は
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
る
で
一
つ

の
生
き
物
の
よ
う
に
縦
横
無
尽
に

隊
列
を
変
え
な
が
ら
奏
で
ら
れ
る

音
楽
の
迫
力
と
美
麗
さ
に
、
観
客

は
目
と
耳
、
そ
し
て
心
を
奪
わ
れ

る
。

　

三
沢
商
業
高
校
吹
奏
楽
部
の

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
は
、
部
員
全

員
が
４
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
と
メ

ジ
ャ
ー
（
指
揮
者
）
に
分
か
れ
演

技
・
演
奏
を
行
う
。
テ
ー
マ
は
毎

回
異
な
り
、
今
回
は
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
シ
ー
の
シ
ョ
ー
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
『Beat of The Jungle

（
ビ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・
ジ
ャ
ン

グ
ル
）』。
同
部
は
こ
の
演
技
で
、

昨
年
12
月
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

全
国
大
会
に
お
い
て
見
事
、
３
年

連
続
と
な
る
銀
賞
を
受
賞
し
た
。

し
か
し
、
そ
こ
ま
で
至
る
道
の
り

は
長
く
、
険
し
か
っ
た
。

一
つ
に
な
る
こ
と
を

　
　
　
　
目
指
し
た
楽バ

ン

ド団

　

12
月
23
日
、公
会
堂
に
お
い
て
、

三
沢
商
業
高
校
吹
奏
楽
部
の
定
期

演
奏
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ク
ラ

シ
ッ
ク
か
ら
、
寸
劇
交
え
る
ポ
ッ

プ
ス
ス
テ
ー
ジ
ま
で
。
68
人
の
部

員
は
、
持
て
る
力
の
全
て
を
尽
く

し
、
時
に
迫
力
あ
ふ
れ
、
時
に
繊

細
か
つ
優
美
な
演
奏
で
、
大
ホ
ー

ル
を
埋
め
る
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

こ
の
演
奏
会
は
、
３
年
生
に

と
っ
て
高
校
最
後
で
あ
り
、
こ
の

９
カ
月
を
過
ご
し
た
仲
間
で
一
緒

に
演
奏
で
き
る
最
後
の
演
奏
会
で

も
あ
っ
た
。
開
演
前
か
ら
部
員
全

員
の
胸
に
あ
ふ
れ
て
い
た
の
は
、

感
謝
の
想
い
。「
苦
楽
を
共
に
し

て
き
た
仲
間
、
指
導
し
て
く
れ
た

先
生
、
支
え
て
く
れ
た
家
族
、
先

輩
、
そ
し
て
演
奏
を
聴
き
に
来
て

く
れ
た
多
く
の
人
々
へ
伝
え
た

い
」。
込
み
上
げ
る
想
い
は
涙
と

な
っ
て
あ
ふ
れ
、
感
謝
の
言
葉
は

震
え
た
。
終
演
後
、
観
客
を
見
送

り
終
え
、
抱
き
合
う
部
員
た
ち
。

涙
で
ぬ
れ
た
そ
の
顔
は
、
喜
び
と

充
実
感
に
満
ち
て
い
た
。

　

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会
金

賞
受
賞
、
東
北
大
会
出
場
な
ど
優

秀
な
成
績
を
残
し
、
吹
奏
楽
の
強

豪
と
し
て
一
目
置
か
れ
る
三
沢
商

業
高
校
吹
奏
楽
部
の
も
う
一
つ
の

姿
。
20
年
前
か
ら
取
り
組
む
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
は
今
、
そ
の
名
を

全
国
に
轟と

ど
ろ

か
せ
て
い
る
。

感
謝
の
想
い
伝
え
る

　
　
　
　
最
後
の
演
奏
会

1  最後の定期演奏会を前に控室で涙の円陣を組む三沢商業高校吹奏楽部員　 2  2012 年 青森県吹奏楽コンクールで金賞を受賞した演奏　
3  高校生活最後の演奏会に手をつなぎ合唱する３年生　 4  終演後、喜びと涙、充実感で輝く笑顔

珠玉
三沢商業高等学校吹奏楽部のキセキ

▲マーチングのステージドリル（舞台用の演技）を披露する三沢商業高校吹奏楽部

のマーチングバンド
特　集

02市役所代表　☎ 53-511103 広報みさわ　2013・02

特集　珠玉のマーチングバンド



62.5 センチ
　基本となる１歩の幅。徹底的に繰り
返す練習では、歩幅だけでなく姿勢や
体重移動の仕方までそろえ、ひたすら
体に覚え込ませる。校舎廊下には、毎
日昼夜問わず練習するため、この長さ
ごとに目印のテープが貼られている。

衣装、旗、プロップなど
　部員を練習に集中させたいと、有志
保護者が学校に集まり、講師のイメー
ジを基に手作りしたカラーガードの衣
装や３種類の旗、マスク、プロップ（演
出ほか手具置きの移動パネル）。12 人、
一人一人の体に合わせた衣装の布地
は、諦めそうになりながらも探し続け
た外国製。イメージに合わせるため、
試作や改良を何度も繰り返した。
　裁縫、大工、美術など、得意分野を
生かしつつも、不慣れで大量の作業は
昼夜を問わず、自宅に持ち帰り徹夜に
及ぶこともあった。

悲鳴あげる体
　冷え込む体育館でも本番を意識し素
足で練習するガード。楽器やスティッ
クを持つ手にできるまめ

4 4

や傷。楽器を
持ち抱えながら姿勢を崩さず長時間に
わたる練習は、腰やひざに疲労をため
る。それでも互いに、いたわり励ます。

厳しさを増す練習
　運動部並みの体力を使いながら演奏
するマーチングバンドの練習は激烈。
それでも休憩時間すら練習する部員た
ち。春の基礎練習から夏、秋と、ひた
すら繰り返す練習で、音と動きは美し
く洗練されていく。

屋外での練習
広いスペースを必要とするため、体育
館や武道館などを借りて行うマーチン
グの練習。ときに、ブラスは校庭、カ
ラーガードは玄関など、場所を選ばず
練習を重ねる。

　

長
く
厳
し
い
練
習
を
見
守
り
、

指
導
し
て
き
た
の
は
、
同
校
吹
奏

楽
部
Ｏ
Ｂ
で
も
あ
る
佐
々
木
光
明

先
生
を
中
心
と
し
た
顧
問
３
人
。

時
に
厳
し
く
、
時
に
温
か
く
、
精

神
的
な
ケ
ア
も
し
な
が
ら
部
員
を

導
い
た
。
相
手
の
話
を
し
っ
か
り

聞
い
て
応
え
る
佐
々
木
先
生
の
指

導
は
、部
員
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。

　

さ
ら
に
、
外
部
講
師
に
よ
る

レ
ッ
ス
ン
も
加
わ
り
、
大
会
が
近

づ
く
に
つ
れ
て
厳
し
く
な
る
練

習
。「
い
い
成
績
を
取
ら
せ
た
い
」

と
思
う
か
ら
こ
そ
、
顧
問
や
講
師

の
求
め
る
技
術
は
高
度
に
な
り
、

指
導
も
激
し
く
な
る
。
大
声
で
叱

咤
さ
れ
る
こ
と
も
度
々
あ
っ
た

が
、
部
員
た
ち
は
割
れ
ん
ば
か
り

の
声
と
演
技
で
応
え
て
き
た
。
と

は
い
え
、
16
～
18
歳
の
高
校
生
。

長
い
練
習
の
日
々
の
中
で
、
積
み

重
な
る
体
と
心
の
疲
労
に
涙
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
部
員
間
で
、
考

え
方
の
違
い
か
ら
衝
突
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
部
員
た

ち
は
話
し
合
い
、
支
え
合
い
、
励

ま
し
合
っ
て
、
ひ
た
す
ら
前
を
向

き
歩
き
続
け
て
き
た
。

　

毎
日
の
激
し
い
練
習
に
、
帰
宅

す
る
と
倒
れ
る
よ
う
に
寝
て
し
ま

う
部
員
た
ち
。
さ
ら
に
、
鏡
の
前

で
練
習
す
る
者
も
い
た
。
そ
ん
な

子
ど
も
の
た
め
に
何
か
で
き
な
い

多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　
臨
む
大
舞
台

か
と
保
護
者
た
ち
は
、
昼
夜
問
わ

ず
仕
事
や
家
事
の
合
間
を
縫
っ
て

衣
装
や
小
・
大
道
具
を
作
り
、
壊

れ
た
楽
器
を
直
し
、
練
習
後
の
差

し
入
れ
を
す
る
な
ど
陰
か
ら
支
え

続
け
た
。

　

同
校
吹
奏
楽
部
の
Ｏ
Ｇ
・
Ｏ
Ｂ

も
、
後
輩
の
た
め
に
早
い
時
期
か

ら
駆
け
つ
け
、
顧
問
や
講
師
の
指

導
を
補
助
し
て
き
た
。
経
験
者
と

し
て
苦
し
さ
を
理
解
し
な
が
ら
、

そ
の
先
に
あ
る
喜
び
を
説
き
励
ま

す
先
輩
の
言
葉
は
、
部
員
に
と
っ

て
力
強
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

導
き
支
え
て
く
れ
た
、
多
く
の

人
々
の
想
い
に
応
え
る
た
め
。
何

よ
り
自
分
た
ち
が
こ
れ
ま
で
し
て

き
た
練
習
を
生
か
す
最
高
の
演

技
・
演
奏
を
披
露
す
る
た
め
。
三

沢
商
業
高
校
吹
奏
楽
部
は
、
マ
ー

チ
ン
グ
全
国
大
会
出
場
、
そ
し
て

こ
れ
ま
で
の
銀
賞
を
超
え
る
金
賞

受
賞
を
目
指
し
、
晴
れ
の
大
舞
台

に
臨
ん
だ
。

　

三
沢
商
業
高
校
吹
奏
楽
部
の
部

員
は
、
現
在
68
人
。
う
ち
30
人
の

３
年
生
を
中
心
に
「
今
年
こ
そ
は

マ
ー
チ
ン
グ
全
国
大
会
で
金
賞

を
」
と
、
毎
日
全
員
で
厳
し
い
練

習
を
重
ね
て
き
た
。

　

平
日
の
練
習
は
、
朝
と
夕
方
か

ら
夜
遅
く
ま
で
。
休
日
の
練
習
時

間
は
、
10
時
間
を
超
え
る
こ
と
も

あ
る
。
歩
幅
、
姿
勢
、
楽
器
の
位

置
、
そ
し
て
肝
心
の
音
色
、
音

量
。
全
身
に
集
中
し
な
が
ら
、
複

雑
な
隊
列
の
動
き
を
ひ
た
す
ら
反

復
。
休
憩
時
間
で
す
ら
、
直
前
ま

で
の
練
習
で
受
け
た
指
摘
を
確
認

し
合
い
、
自
発
的
に
個
別
練
習
を

始
め
る
。
地
道
な
反
復
練
習
こ
そ

が
、
目
標
へ
つ
な
が
る
道
で
あ
る

こ
と
を
部
員
た
ち
は
知
っ
て
い
る

の
だ
。

ひ
た
す
ら
に
積
み
重
ね
た

　
　
　
　
　
練
習
の
日
々

千
里
へ
続
く

 
　   
歩
み

　遊びたい盛りの子どもたちが一生懸命練

習する姿には、我が子でなくとも涙してし

まいます。ぜひ多くの人に見てほしい。そ

んな子どもたちのために、親も何かをして

あげたかった。年々高度になる衣装や旗の

製作は、家に持ち帰り徹夜で作業すること

もありましたが、皆さんの協力があり楽し

かった。子どもたちのためにと思いながら、

逆に、子どもたちに生かされてきました。

大
お お ぬ ま

沼  真
ま り こ

利子 さん

三沢商業高校吹奏楽部　父母の会

　

運
動
部
に
匹
敵
す
る
運
動

量
。
疲
労
は
体
か
ら
心
へ
と
広

が
る
。
そ
れ
で
も
、
気
を
抜
く

こ
と
は
で
き
な
い
。
一
人
の
ミ

ス
は
、
バ
ン
ド
全
体
の
動
き
や

音
を
崩
し
て
し
ま
う
。
だ
か
ら

こ
そ
、
部
員
同
士
で
声
掛
け
を

欠
か
さ
な
い
。
互
い
に
指
摘
し

合
い
な
が
ら
「
元
気
出
し
て
」

「
集
中
し
て
い
こ
う
」
な
ど
、

気
力
を
高
め
合
う
。
ま
い
た
種

が
芽
吹
く
春
か
ら
、
暑
い
夏
を

越
え
、
実
り
の
秋
へ
。
３
年
生

を
中
心
に
掛
け
合
う
声
は
、
９

月
の
県
大
会
、
11
月
の
東
北
大

会
に
向
け
、
日
を
追
う
ご
と
に

大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。

▲隊列や注意などを描き込んだノート
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13  成績発表に歓喜する部員たち
14  喜びと安

あ ん ど

堵をかみしめる閉会式
15  １位金賞の結果に沸く最後のミーティング
16  共に苦しんだ仲間だからこそ
17  涙と笑顔で抱き合い
18  応援し、支え続けてくれた保護者らに、
　  感謝の気持ちを伝える部員たち
19  喜びも涙も分かち合える、かけがえのない
　  仲間

1

2

3

1  フロアを背に集中する三沢商業高校吹奏楽部員
2  決戦のショーを前に、心から楽しげな表情
3  手具を抱え、フロアに駆け出すカラーガード
4  重量級のテューバを演奏しながらも動きは乱れず
5  ブラスが一直線に並ぶカンパニーフロント
6  一歩一歩、精密な動きを積み重ねる
7  バッテリー最大の見せ場、ドラムショー
8  高速で左右に交差するブラス
9  多彩な表現力でショーを盛り上げるピット

10  観客を引き込む、迫力の演奏
11  手具と全身で表現するカラーガード
12  大舞台で演技・演奏する部員たち

4

5

6

7

8

9

10

1112

13

14

15

16

18

17

19

　

春
か
ら
夏
、
秋
と
磨
き
に
磨
い

て
き
た
技
と
心
が
試
さ
れ
る
瞬と

き間

は
、
つ
い
に
訪
れ
た
。

　

９
月
の
青
森
県
大
会
で
金
賞
を

受
賞
し
た
三
沢
商
業
高
校
吹
奏
楽

部
は
、
11
月
４
日
、
宮
城
県
で
開

催
さ
れ
た
『
第
41
回 

マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン

グ
東
北
大
会
』
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
部
門
・
高
等
学
校
の
部
に
、
県

代
表
と
し
て
出
場
。
14
団
体
中
５

団
体
に
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
が

与
え
ら
れ
る
と
は
い
え
、
い
ず
れ

の
団
体
も
各
県
で
上
位
成
績
を
収

め
、
勝
ち
抜
い
て
き
た
強
豪
ば
か

り
で
あ
る
。
接
戦
に
な
る
こ
と
は

必
至
。
強こ

わ
ば張

る
表
情
。
毎
年
競
り

合
う
強
豪
の
勇
姿
に
、
緊
張
感
は

さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く
。

　

前
の
団
体
が
演
技
す
る
フ
ロ
ア

を
背
に
、
じ
っ
と
出
番
を
待
つ
部

員
た
ち
。
当
日
の
朝
ま
で
重
ね
て

き
た
厳
し
い
練
習
を
一
つ
一
つ
思

い
出
す
か
の
よ
う
に
、目
を
閉
じ
、

あ
る
い
は
一
点
を
見
据
え
て
集
中

す
る
。
が
、い
ざ
フ
ロ
ア
に
向
き
、

駆
け
出
そ
う
と
す
る
表
情
は
無
邪

晴
れ
の
舞
台
で
披
露
す
る

　
　
　
迫
真
の
演
奏
・
演
技

気
な
ほ
ど
楽
し
げ
だ
っ
た
。
本
番

直
前
、
互
い
に
合
わ
せ
る
視
線
。

こ
れ
ま
で
苦
楽
を
共
に
し
て
き
た

仲
間
で
こ
そ
伝
わ
る
、
言
葉
以
上

の
も
の
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

気
合
こ
も
る
掛
け
声
と
同
時
に
、

一
斉
に
舞
台
へ
駆
け
出
し
た
。

　

三
沢
商
業
高
校
吹
奏
楽
部
の
演

技
は
、
静
寂
の
中
か
ら
始
ま
る
。

ピ
ッ
コ
ロ
と
サ
ッ
ク
ス
の
音
色
に

誘
わ
れ
、
プ
ロ
ッ
プ
の
間
か
ら
カ

ラ
ー
ガ
ー
ド
扮
す
る
ジ
ャ
ン
グ
ル

の
精
霊
が
姿
を
現
す
。
ピ
ッ
ト
が

複
数
の
打
楽
器
か
ら
生
み
出
す
奥

深
い
リ
ズ
ム
。
ま
る
で
一
つ
の
生

き
物
の
よ
う
に
、
滑
ら
か
に
動
き

な
が
ら
迫
力
の
音
を
奏
で
る
ブ
ラ

ス
と
バ
ッ
テ
リ
ー
。
フ
ロ
ア
を
縦

横
無
尽
に
駆
け
る
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド

は
、
力
強
く
も
美
し
く
笑
顔
で
舞

う
。
瞬
く
間
に
終
わ
っ
た
8
分
間

演
技
。
会
場
中
か
ら
送
ら
れ
た
万

雷
の
拍
手
が
、
演
技
・
演
奏
の
素

晴
ら
し
さ
を
語
っ
て
い
た
。

た
ど
り
着
い
た
舞
台

第
41
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・

バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
東
北
大
会

　

東
北
大
会
の
全
て
の
日
程
が
終

わ
り
、
会
場
の
外
で
行
わ
れ
た
最

後
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
顧
問
の

佐
々
木
先
生
か
ら
告
げ
ら
れ
た
の

は
、
部
門
出
場
14
団
体
の
中
で
三

沢
商
業
高
校
吹
奏
楽
部
が
最
も
高

い
得
点
を
獲
得
し
た
と
い
う
最
高

の
結
果
だ
っ
た
。
同
校
初
の
東
北

大
会
１
位
金
賞
。
拳
を
上
げ
、
飛

び
上
が
っ
て
喜
び
を
分
か
ち
合
う

部
員
た
ち
。
強
豪
ぞ
ろ
い
だ
っ
た

こ
の
大
会
。
２
年
連
続
全
国
大
会

銀
賞
と
い
う
過
去
の
実
績
に
「
必

ず
全
国
大
会
に
出
場
し
な
け
れ

ば
」
と
い
う
重
圧
が
あ
っ
た
こ
と

だ
ろ
う
。
言
葉
に
な
ら
な
い
声
と

涙
と
笑
顔
が
入
り
乱
れ
た
。

　

そ
し
て
「
自
分
た
ち
の
力
だ
け

で
は
な
く
、
支
え
て
く
れ
た
多
く

の
方
々
の
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
結

果
」。
心
か
ら
そ
う
思
う
部
員
た

ち
は
、
指
導
し
て
く
れ
た
先
生
や

応
援
に
駆
け
付
け
た
保
護
者
た
ち

に
、
改
め
て
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
た
。

　

全
て
の
演
技
・
演
奏
終
了
後
、

閉
会
式
で
主
催
者
か
ら
出
演
順
に

各
団
体
の
成
績
が
読
み
上
げ
ら
れ

た
。
観
客
席
に
は
、
手
を
握
り
し

め
、
顔
を
伏
せ
て
一
心
に
祈
る
部

員
た
ち
の
姿
。
他
の
強
豪
た
ち
の

好
成
績
が
次
々
と
読
み
上
げ
ら
れ

て
い
く
緊
張
の
時
間
。
そ
し
て
、

つ
い
に
三
沢
商
業
高
校
吹
奏
楽

部
の
結
果
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

「
金ゴ

ー
ル
ド賞

」。
さ
ら
に
、
全
国
大
会
出

場
権
も
獲
得
し
た
。
一
斉
に
顔
を

上
げ
、
歓
喜
の
声
と
と
も
に
手
を

た
た
き
、
抱
き
合
う
観
客
席
の
部

員
た
ち
。
代
表
と
し
て
閉
会
式
に

並
ぶ
部
員
た
ち
に
も
喜
び
、
そ
し

て
安あ

ん
ど堵
の
表
情
が
浮
か
ぶ
。
あ
る

部
員
は
、
想
い
を
か
み
し
め
る
か

の
よ
う
に
目
を
閉
じ
、
あ
る
部
員

の
瞳
に
は
輝
く
涙
が
。
閉
会
式
を

終
え
、
合
流
し
た
部
員
た
ち
は
、

心
の
底
か
ら
喜
び
を
分
か
ち
合
っ

て
い
た
。

分
か
ち
合
う
喜
び
。

　
　
　
　
　
　
頬
伝
う
涙
。
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1  真剣に向き合ってきた顧問と部員たち
2  ３年生で組む円陣。心を一つに
3  東北大会金賞に手を合わせ喜ぶ
4  保護者手作りの衣装は部員たちの自慢
5  苦しい時も一緒に前を見つめてきた
6  部員一人一人の誕生日を全員で祝う
7  仲間とふざけ合った日も大切な思い出
8  全国大会に向け、感極まる先輩と後輩
9  厳しくも楽しかった練習の日々

10  佐々木先生と部員たち。夏のひと時

1

2

3

5

6

7

8

9

10

4

　カラーガードのレベルの低さをずっと言われ続けていて、今

年は１曲１曲に全員で全力を尽くして頑張ってきました。終

わって今、ほっとしています。

　カラーガードの衣装やプロップなどを全部作ってくれた保護

者の皆さんの力が無かったら、ここまでこれませんでした。す

ごく感謝しています。自慢の衣装たちです。

　指導が厳しくて、特に後輩にはつらい思いをさせたと思いま

す。でも、全員できつい思いをしてやれば、必ず結果はついて

くる。３年生としての重圧とか責任とかあったのですが、いろ

いろな人に悩みを聞いてもらいながら、みんなで支え合って来

れて、頑張ってきてよかった。このメンバーでよかったです。

大沼  由季
カラーガードリーダー（３年）

Yuki Ohnuma

１曲１曲に全員で全力を尽くして。

　部員全員で一つのショーを作り上げるマーチングは、誰か一人

欠けても完全ではありません。仲間を思いやる気持ちがすごく大

切で、その気持ちを培うことのできるとてもいいものだと思いま

す。

　２年で副部長、そして部長となってからも「自分が嫌だったこ

とは絶対にしない。嬉しかったことをしてあげよう」と思ってやっ

てきました。なぜ自分にとって嫌だったのかを考えて、逆にいい

方向に持っていけば、みんなも喜んでくれるんじゃないか、部活

の雰囲気もよくなるんじゃないかって。学校を去った１人を除い

て、１年生から欠けることがなかった３年生の 30 人。強い意志

を持つみんなだからこそ、もめ事も絶えませんでした。大変でし

たが、相談してもらえて、頼ってもらえて、みんなのおかげで

ちょっとは自分でも成長できたかなと思います。そして、全国大

会前のレッスン。３年生全員が一丸となって一つの目標に向かっ

て歩んでいこうという感じが見て取れたんです。すごく成長した

んだなって思いましたし、１・２年生もきちんと応えてくれまし

た。全員で最後を迎えることができて、うれしいです。

　保護者の方に衣装などを作ってもらったり、先生にハッパをか

けてもらって密度の濃い練習ができたり、自分たちだけではでき

ない場面がたくさんありました。助けがあってこそいい練習がで

き、いい結果が残せたので、感謝の気持ちでいっぱいです。本当

は私、泣き虫で。何かある度に陰で泣いたりして。すごく心配し

てくれた部員のみんなには、迷惑かけたなって思います。こんな

頼りない部長にそれでも付いてきてくれて、みんな、ありがとう。

松林  遥夏
吹奏楽部  部長（３年）

Haruna Matsubayashi

　一人でも欠けるとショーとしても欠けるマーチングは、みん

なで一つのものを作るというのが魅力。一人では音楽はできな

いと思います。みんなで成し遂げようと協力することの大切さ

を身に染みて感じることができたのは、吹奏楽のおかげです。

多くの方にお世話になってばかりで、自分たちはそれを大会の

結果でしか返せません。銀賞ではありましたが、今までの集大

成を出せたのは先生や保護者の方のおかげなので、すごく感謝

しています。

　今までの全ての大会が楽しかったです。ワクワクしました。

みんながいたから、今の自分と、この部活があります。みんな

がいたから、ここまで来れた。ありがとう。

對馬  勇貴
バッテリーリーダー（３年）

Yuki Tsushima

　引退するんだなっていう気がしないんです。でも、後輩たち

はしんみりしていて、このまま終わっていいかどうかわからな

いくらい複雑です。先輩とのレベルの違いに苦しんだことも

あったけど、やっぱり一番楽しかったのはレッスン。講師の先

生がピットを教えてくれるときは本当楽しくて。誉められたと

きはうれしかったです。

　マーチングの、みんなで一つになって演奏しているあの瞬間

が好きです。「あぁ生きててよかったな」って思います。「先輩

がいないとダメです」と言ってくれる後輩は、嬉しいけどまだ

まだ心配。しっかりしてね。３年間一緒に頑張ってきた３年生

には感謝してるし、もう全員愛してるっていうくらい好きです。

横濱  めぐみ
ピットリーダー（３年）

Megumi Yokohama
日ヶ久保  遥
ドラムメジャー（３年）

　自分は一人、前からみんなを見てテンポを与える立場ですか

ら、客観的に注意しなければならないというところが難しく、

責任を感じました。つらい練習を重ねてきて、さいたまスーパー

アリーナ（全国大会）で本番を迎えたとき、やっててよかった

なって思いました。

　先生、保護者、OB・OG の方々には本当にもう感謝の気持ち

でいっぱいです。自分たちだけでやっているのではないと思い

ました。そして３年間一緒だった 30 人。すごい団結力があっ

たなって思います。意見がぶつかることもあったけど、最後は

みんな一つの同じ目標に向かって頑張ってこれた。みんなに感

謝です。楽しかった。

Haruka Higakubo

一つの目標に向かって頑張れた。

みんな、ありがとう。

一つになる、あの瞬間が好きです。

みんながいたから今の自分がある。

　先輩の３年生が引退して自分がマーチングリーダーになって

から、最初はみんなをまとめられるか不安で、どうしていいか

わかりませんでした。でも、先輩の「自分らしく自信をもって

やれ」という言葉と、気持ちをわかり合い相談できる仲間がい

て頑張って来れたと思います。

　最初はマーチングが嫌いでした。歩き方も下手で。上位の大

会になるにつれてレッスンも厳しくなって。長く苦しかった練

習に比べて、本番の８分間は一瞬。でも楽しい。やめないで、

諦めないでやってきてよかった。先生や保護者の方のおかげで

全国大会に行くことができ、みんなで感動や達成感を味わうこ

とができました。みんなにありがとうって言いたいです。

池田  香織
マーチングリーダー（３年）

Kaori Ikeda

諦めないで、やってきてよかった。

　技術的な部分は気付いたその場で、精神的な部分は部員たちが気

付くまで、できるだけ黙っているように努めています。例えば部員

間でトラブルがあったとき、私たちが積極的に関われば、早く解決

できたとしても部員が人間的に成長できません。言えずに我慢する

つらさはありましたが、部員たちは苦しみながらも、よく自分たち

で解決してきたと思います。嬉しいのは、本番を終えた部員たちに

「今日のステージ楽しかった人」との問いかけに「はい」と笑顔で返っ

てくる瞬間。やはり生徒が楽しんでいることが大事なんです。

　常々「頑張ったことも逆にさぼったことも、回り回っていつの日

か自分に還ってくる。だからこそ、今できる最大限の努力をしよう」

と話してきました。この部活動で過ごした日々での経験は、お金で

買えない心の財産として、将来必ず役立つと思います。

佐々木  光明
三沢商業高校吹奏楽部  顧問

Mitsuaki Sasaki

いつの日か、全て自分に還ってくる。

響
き
合
う

    
想
い

INTERVIEW
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6

1  2  「仲間と前へ」カンパニーフロント
3  ３年生だけでのミーティング
4  部員、顧問の全員で最後の円陣
5  全国大会を明日に、涙と笑顔の３年生
6  つらいときもうれしいときも

　  　　　一緒に前へ進んできた仲間たち
7  三沢商業高校吹奏楽部

　（マーチングバンド東北大会にて）

1

2

3

4

5

7

　

彼
ら
は
、
華
の
高
校
生
活
の

多
く
を
吹
奏
楽
部
で
過
ご
し

た
。
暑
い
夏
も
、
凍
え
そ
う
な

冬
も
。
朝
も
夜
も
休
日
も
、
家

に
帰
っ
て
ま
で
練
習
し
た
。
叶か

な

え
た
い
目
標
に
向
か
っ
て
た
だ

ひ
た
す
ら
に
。
真
剣
で
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
悩
み
、
苦
し
み
、
互

い
に
衝
突
す
る
こ
と
も
多
か
っ

た
。
何
度
も
ぶ
つ
か
り
合
っ
て

傷
付
い
て
、
そ
れ
で
も
一
つ
の

目
標
に
向
か
っ
て
諦
め
ず
支
え

合
っ
た
仲
間
。
涙
す
る
ほ
ど
共

に
喜
び
、
悔
し
が
れ
る
仲
間
。

最
後
に
彼
ら
は
一
つ
に
な
れ

た
。

　

こ
れ
ま
で
の
濃
密
な
経
験
や

想
い
は
、
少
年
少
女
を
大
き
く

成
長
さ
せ
、
直
向
な
姿
は
、
周

り
に
い
る
多
く
の
人
々
の
心
を

奮
い
立
た
せ
た
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
３
年
生
の
姿
や
想
い
を
最

も
近
く
で
見
つ
め
て
き
た
１
・

２
年
生
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ

て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　
「
全
員
で
一
つ
に
な
っ
て
こ

と
を
成
し
遂
げ
る
」。
彼
ら
が

見
せ
て
く
れ
た
そ
の
偉
業
は
、

金ゴ
ー
ル
ド賞
に
勝
る
珠
玉
の
輝
き
を

放
っ
て
い
る
。

【
特
集
】
珠
玉
の
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド 　

完

彼
ら
が
見
せ
た

　
　
　
　
　
珠
玉
の
偉
業

　

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
演
技
に
お

け
る
見
せ
場
の
一
つ
、
カ
ン
パ

ニ
ー
フ
ロ
ン
ト
。
管
楽
器
が
一
列

に
並
び
、
ベ
ル
ア
ッ
プ
（
楽
器
を

高
く
上
げ
る
）。
一
瞬
訪
れ
る
静

寂
の
後
、「
い
け
ぇ
！
」
と
い
う

観
客
席
か
ら
の
叫
び
と
と
も
に
大

音
量
で
吹
き
な
が
ら
前
進
。
バ
ン

ド
が
一
つ
に
な
っ
て
演
技
す
る
姿

は
観
る
者
の
心
を
震
わ
せ
る
。
三

沢
商
業
高
校
吹
奏
楽
部
は
、
何
度

も
何
度
も
繰
り
返
す
練
習
の
中

で
、
改
め
て
そ
の
言
葉
の
意
味
を

考
え
る
。

　
「
仲
間
と
、
前
へ
」。

仲
間
と
進
む

　
　
カ
ン
パ
ニ
ー
フ
ロ
ン
ト

　

今
年
の
３
年
生
は
、
部
員
68
人

の
約
半
分
を
占
め
る
30
人
。
学
校

を
去
っ
た
１
人
を
除
き
、
３
年
間

一
人
も
欠
け
ず
に
歩
ん
で
き
た
。

朝
か
ら
夜
、
休
日
ま
で
、
こ
の
３

年
間
で
苦
楽
を
共
に
し
て
き
た
時

間
は
、
家
族
よ
り
長
い
ほ
ど
だ
。

　

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会

で
２
年
連
続
の
銀
賞
。
先
輩
た
ち

が
成
し
遂
げ
た
偉
業
は
大
き
く
、

引
き
継
い
だ
伝
統
は
重
か
っ
た
。

厳
し
く
も
温
か
く
導
き
見
守
っ
て

く
れ
た
顧
問
や
保
護
者
、
外
部
講

師
、
Ｏ
Ｇ
・
Ｏ
Ｂ
た
ち
、
支
え
て

く
れ
る
人
々
の
苦
労
や
想
い
が
伝

わ
る
か
ら
こ
そ
、
何
と
し
て
も
応

え
た
か
っ
た
。
１
・
２
年
生
に
も

最
後
の
ラ
ン
ス
ル
ー
。

　
　
　
　
　
一
つ
に
な
る
心

前

心
を
一
つ
に

全
国
大
会
の
ス
テ
ー
ジ
で
シ
ョ
ー

を
す
る
喜
び
を
知
っ
て
欲
し
か
っ

た
。
30
人
そ
れ
ぞ
れ
が
真
剣
で
強

い
意
志
を
持
つ
か
ら
こ
そ
、
意
見

を
違た

が

え
衝
突
す
る
こ
と
も
多
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。

　

大
会
が
近
づ
き
、
勝
ち
上
が
る

に
つ
れ
て
高
く
な
る
ハ
ー
ド
ル
。

「
辞
め
た
い
」。
そ
ん
な
声
も
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
度
重
な
る

危
機
を
乗
り
越
え
、
こ
こ
ま
で
前

に
進
ん
で
こ
れ
た
の
は
、
多
く
の

人
々
に
よ
る
支
え
と
、
何
よ
り
も

み
ん
な
で
互
い
に
助
け
合
い
支
え

合
っ
て
き
た
か
ら
。
最
後
の
大
会

に
向
け
、
仲
間
へ
の
想
い
は
さ
ら

に
強
く
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。

へ

　

全
国
大
会
前
日
。
残
す
練
習
も

１
時
間
を
切
り
、
仕
上
げ
と
な

る
最
後
の
ラ
ン
ス
ル
ー
（
通
し

稽げ
い
こ古

）
の
前
に
集
ま
る
３
年
生
。

こ
れ
ま
で
の
練
習
で
受
け
た
注
意

や
感
じ
た
反
省
点
、
最
後
の
練
習

に
向
け
た
意
思
な
ど
を
一
人
ず
つ

言
葉
に
し
て
い
く
。

　
「
今
ま
で
み
ん
な
つ
ら
か
っ
た

と
思
う
け
ど
、
一
番
い
い
ラ
ン
ス

ル
ー
に
し
よ
う
」。「
私
た
ち
が
育

て
て
き
た
こ
の
シ
ョ
ー
を
全
国
に

巣
立
た
せ
よ
う
。」
そ
ん
な
言
葉

に
、
今
ま
で
の
出
来
事
や
想
い
が

脳
裏
に
よ
み
が
え
っ
た
の
だ
ろ

う
。
目
か
ら
涙
が
こ
ぼ
れ
る
。「
ま

だ
早
い
よ
」。
肩
を
叩
き
笑
い
合

う
仲
間
も
み
ん
な
、想
い
は
同
じ
。

　

先
生
と
部
員
全
員
で
組
ん
だ
円

陣
は
、
一
つ
に
な
っ
た
心
を
表
す

か
の
よ
う
だ
。「
信
じ
て
る
よ
」。

「
自
分
を
信
じ
ろ
」。
先
生
、講
師
、

保
護
者
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
彼
女
ら
の
背
中
を
押
す
。
最
後

の
ラ
ン
ス
ル
ー
は
、
視
界
が
涙
で

に
じ
ん
だ
。

　

12
月
16
日
。
さ
い
た
ま
ス
ー

パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
カ
ラ
ー

ガ
ー
ド
第
40
回
記
念
全
国
大
会
で

三
沢
商
業
高
校
吹
奏
楽
部
は
会
場

を
沸
か
せ
る
見
事
な
マ
ー
チ
ン
グ

シ
ョ
ー
を
披
露
し
、
３
年
連
続
の

銀
賞
を
受
賞
し
た
。
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　平成 25 年１月１日現在、三沢市に住民登録があ
り、次に該当する方は申告が必要です。
▶営業・農業・不動産業を営んでいる方
▶給与収入のある方で、退職などで年末調整をし
　ていない方や２カ所以上から給与収入がある方
▶無収入で、税金上、三沢市に住所がある人の扶
　養にもなっていない方
▶非課税所得（障害年金・遺族年金・雇用保険など）
　で生活している方
▶市外の方に扶養されている方（夫が単身赴任・
　学生など）
▶三沢市に住所はないが、市内に家屋敷がある方

申告が必要な方

▷税務署に確定申告する方
▷所得が給与のみで、「給与支払報告書」が勤務先
　から市に提出される方
※医療費控除など、各種控除を受ける場合は申告
　が必要です。
▷公的年金収入のみで、65 歳未満は 98 万円以下、
　65 歳以上は 148 万円以下の方
※住民税が課税されません。

申告が必要ない方

　事業収入が 1,000 万円超の申告、青色申告、相
続税・贈与税などの申告は、十和田税務署での受
付となります。

会場で受付できないもの

税額控除の適用期限が延長
申請期限内に行うと、平成 24 年分は
3,000 円の所得税の控除を受けることができます。

（過去に同控除の適用を受けた方は除きます）

添付書類の提出書類を省略できます
源泉徴収票や医療費の領収証などの添付が不要になります。
※ただし３年間は保管する必要があります。

還付金がスピーディー
e-Tax で申告された還付申告は早期（3 週間程度で）処理されます。

e-Tax を利用すると…

STEP 1　市民課窓口で住基カード（手数料 500 円）
　　　　と電子証明書（手数料 500 円）を取得
STEP 2　ＩＣカードリーダライタを用意（別途費用がかかります）
STEP 3　開始届出書を提出して利用者識別番号を取得
　　　　（e-Tax ホームページからオンラインで提出できます）
STEP 4　電子証明書などの初期登録

e-Tax を初めて利用する方に

▶申告期間中は会場が混雑しますので、書類は必ず整理・集計してから
　持参してください。
▶受付日程の地区割は行いません。
▶例年、後半は混み合いますので、お早めに済ませるようお願いします。

①印鑑（朱肉の必要なもの）
②申告書（税務署から郵送された方のみ持参）
③税額還付となる場合がありますので、本人名義の口座番
　号がわかるもの
④収入金額や所得控除額を確認できるもの
　給与所得者
　　源泉徴収票（※源泉徴収票が無い場合は給与所得とな
　　らず、事業所得となります）
　年金所得者
　　公的年金の源泉徴収票
　シルバー人材センター配分金を得ている方
　　配分金支払証明書
　営業・農業・不動産所得などを得ている方
　　仕入れ、売り上げなどの帳簿類や、経費の領収書など、
　　収入や経費がわかるもの
　※記帳整理されていない場合は記載相談のみとし、申告
　　は記帳整理後にお願いすることがあります。
⑤所得控除に必要な書類
　生命保険料………支払金額などの証明書
　地震保険料………支払金額などの証明書
　寄附金控除………寄附金額、月日がわかる証明書
　社会保険料控除…国民健康保険税、国民年金保険料、介
　　　　　　　　　護保険料、その他金額がわかるもの
　障害者控除………身体障害者手帳など障害の程度がわか
　　　　　　　　　るもの（要介護認定者は、福祉事務所
　　　　　　　　　長が交付する認定書が必要です。）
　医療費控除………医療機関の領収書、保険金などで補て
　　　　　　　　　んされる金額がわかるもの
　※病院ごと、人ごとに集計して医療費の明細書に記入し
　　持参ください。明細書の記入が無い場合は、整理して
　　からの申告となります。

申告に必要なもの
▶国民健康保険税の軽減の適用や、国民年金保険
　料の免除申請が受けられない場合があります。
▶介護保険料の算定、保育所の保育料算定、市・
　県営住宅への入居、幼稚園・私立学校授業料の
　軽減申請、児童手当・児童扶養手当の受給、金
　融機関からの借り入れ等に必要な所得・課税証
　明書の交付が受けられません。ご注意ください。

申告をしなかった場合は…

　確定申告は、自らが計算して申告を行い、自ら
納付する申告納税制度です。申告書に記載し、税
務署へ直接提出（郵送可）するほか、自宅やオフィ
スからインターネットを利用して申告や納付がで
きる e-Tax（国税電子申告・納税システム）もあり
ますので、ぜひご利用ください。

確定申告書は自分で書いて提出しましょう

　申告受付会場内の確定申告書等作成コーナーで
は、自分で印刷し提出することができます。また、
e-Tax を利用してインターネット送信もできます。
利用時間　９時～ 16 時

自書作成コーナーを開設します

　前年度の申告で三沢市の会場をご利用いただい
た方のうち、今年度も申告が必要だと思われる方
には、受付はがきを１月下旬に郵送します。はが
きが郵送されなかった方でも、申告が必要だと思
われる方は申告においでください。なお、市県民
税申告書は市ホームページから、確定申告書は国
税庁ホームページからもダウンロードできます。

平成 25 年度 市・県民税の
　　　　申告を受付します 受付日時

　２月 13 日（水）～３月 15 日（金）
　８時 30 分～ 16 時（土・日を除く）
受付会場
　　総合社会福祉センター
　　　　　　　　２階　多目的ホール
　（幸町３丁目 11-5　三沢郵便局裏）

申告の受付日時と会場

　市税の納付は、安全で納め忘れがなく便利な口座振替が
お勧めです。市税務課では、口座振替のお申し込みを随時
受け付けています。
　口座振替したい税金の納税通知書と、指定口座の預金通
帳、銀行のお届け印を持参のうえ、市内の金融機関または
市役所税務課でお申し込みください。

※２月から、市ホームページで口座振替依頼書をダウン　
　ロードできるようになりました。
※毎年、４月になると申し込みが混み合いますので、お早
　目のお手続きをお願いします。

★お申し込み・お問い合わせ先　
　　　　　　　　　　税務課  納税管理係（内線 165）
　三沢市ホームページ　http://www.city.misawa.lg.jp/

e-Tax を始めよう！

お問い合わせ先　三沢市申告受付会場（☎ 51-8776）
　　　　　　　　十和田税務署（☎ 23-3151）

　所得税がかからない人が、市へ行う申告です。
収入が無い方でも、申告が必要な場合があります
のでご注意ください。

市・県民税の申告って何ですか？

※詳しくは国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）をご覧くだ
　さい。
★問い合わせ先　十和田税務署　個人課税第一部門（☎ 23-3151）

　平成 26 年１月から事業所得、不動産所得または山林所得
を得る業務を行う全ての方（所得税の確定申告をする必要が
無く、住民税の申告のみを行う方にも適用）に拡大されます。

記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます

市税の口座振替をお勧めします
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広 告広 告

　

三
沢
の
ま
ち
を
代
表
す
る
農

産
物
で
あ
る
ゴ
ボ
ウ
が
、
昨
年

テ
レ
ビ
な
ど
で
話
題
と
な
り
、

地
元
食
材
が
大
い
に
注
目
を
集

め
る
中
、
先
月
11
日
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
を
併
設
す
る
農
産

物
加
工
施
設
の
落
成
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
特
産
品
の
開
発
な

ど
に
よ
る
経
済
面
や
観
光
面
に

お
い
て
、
効
果
を
も
た
ら
す
も

の
と
大
い
に
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
施
設
で
小
・
中

学
校
３
学
期
の
学
校
給
食
の
調

理
・
配
食
を
始
め
て
い
ま
す
。

最
新
の
衛
生
管
理
シ
ス
テ
ム
を

備
え
た
厨
房
に
よ
り
、
学
校
給

食
の
安
全
・
安
心
が
一
層
強
化

さ
れ
、
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん

や
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
も
大
変

喜
ば
し
い
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
新
学
期
を
迎
え
て
、

良
い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
17
日
に
は
、
県
内
で
は

初
と
な
る
、
も
の
ま
ね
タ
レ
ン

ト
の
コ
ロ
ッ
ケ
さ
ん
が
司
会
を

務
め
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ご
き
げ
ん
歌

謡
笑
劇
団
」
の
公
開
収
録
が
公

会
堂
で
あ
り
、
観
覧
申
し
込
み

に
多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
く

な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
大

き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
番
組
は
、
豪
華
ゲ
ス
ト
に
よ

る
歌
謡
芝
居
や
歌
な
ど
の
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
番
組
で
す
が
、
地
域

の
話
題
や
地
元
の
名
物
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、「
人

と
ま
ち　

み
ん
な
で
創
る　

国

際
文
化
都
市
」
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

で
き
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
の
影
響
は
大
き
い
も
の

で
す
の
で
、
全
国
か
ら
大
き
な

反
響
が
あ
る
こ
と
を
大
い
に
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
こ
の
よ
う
に
、
ま
ち

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
幸
先
の

よ
い
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
こ
の

ま
ま
勢
い
を
加
速
さ
せ
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
良
い
１

年
と
な
る
よ
う
、
皆
さ
ん
と
共

に
創
造
し
、
挑
戦
し
て
い
き
ま

す
！

三
沢
市
長　

種
市
一
正

幸
先
の
良
い
ス
タ
ー
ト

軽減制度があります

　次の場合には軽減制度を受けられることがあります

ので、お問い合わせください。

▷土地を取得して住宅を新築したり、建売住宅とその

　土地を購入した場合

▷自己居住用の中古住宅を取得した場合

▷公共事業のために不動産を譲渡し、それに代わる不

　動産を一定期間内に取得した場合

▷東日本大震災により被災した家屋に

　代わる家屋等を取得した場合

問い合わせ先

　上北地域県民局県税部課税課

　（☎ 22-8111 内線 207・208）

不動産取得税は期限内に納付してください
税務課（内線 166）

　不動産取得税は、家屋を新築・増改築したときや、
土地・家屋を売買または交換・贈与などで取得したと
きに、一度だけ課税される県の税金です。送付される
納税通知書で期限内に金融機関・郵便局から納付して
ください。

不動産取得税額の計算方法

税額＝ 不動産取得時の
固定資産台帳登録価格 × ３％（土地・住宅）

４％（住宅以外の家屋）

※平成８年１月１日～平成 27 年 3 月 31 日までに取得
　した宅地評価土地については、固定資産課税台帳価
　格の１／２に税率を掛けた額となります。

三沢市農産物加工施設 が完成しました
　1 月 11 日、大字三沢字大津地内に完成した、
三沢市農産物加工施設の落成式が行われまし
た。
　平成 19 年度から平成 24 年度までの継続事
業として防衛省補助事業採択を受け整備され
たこの施設は、平成 23 年 12 月 16 日に着工
し、平成 24 年 12 月 3 日に完成。この日の落
成式で、これから始まる操業の安全が祈願さ
れ、続いて行われた記念式典では、整備にあ
たって土地提供や設計・監理、施工といった
尽力をした個人・企業へ、それぞれ種市市長
から感謝状が贈られました。
構 造　鉄骨造・地上２階建て

建築面積　2,074.69㎡

延床面積　2,349.61㎡

　この施設は、三沢市の特産品であ
るにんにく、ごぼう、ながいもなど
を調理・加工・研究し、地域へ供給
することで地産地消の実践、特産物
の創出、食に対する意識の向上など
につなげることを目的としており、
さらに農業の振興や生産意欲の向上、
経済・観光面における消費拡大といっ
た効果も期待されています。
　また、老朽化した学校給食センター
に代わる施設として最新型の給食供
給機能を備えた当施設は、より安全
で安心な１日 5,000 食の給食の調理・
配送が可能となっており、将来を担
う児童・生徒の心身の健全な発達に
大きな役割を果たします。

調　理　室

焼物・揚物調理室

炊飯室

コンテナプール

洗浄室

厨芥
処理室

和え物室

回収前室

製粉室

準備室

洗剤庫

修繕庫

配送前室

野菜処理室

汚染区域準備室

野菜検収室

肉魚検収室

卵処理スペース

廃棄庫

洗米室

油庫

調理実習室
兼

試食室

事務室

玄関ホール

配送員
前室

玄関

検
収
前
室

農産物加工施設には、通常調理器具はもちろんのこと、
熱乾燥機やフリーズドライ、製粉機械、大型ミキサー
など近代設備で便利かつ快適となり多種多様な製品加
工に対応する。

地産加工研究室

　昭和 48 年に建設され老朽化した学校給食センターに代わり、市内小・中学
校へ給食を供給する。各室が衛生レベルによって細かく仕切られ、調理場床が
ウェット方式からドライ方式に改善されるなど、新たな衛生管理基準を満たす
衛生的な仕様となっており、安心・安全な給食の供給が可能となる。

学校給食供給施設（各種調理室、炊飯室ほか）

地産加工研究室

問い合わせ先
農産物加工施設〔学校給食センター〕（☎ 54-2131）
観光物産課（内線 522）

機械室
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平成 25 年度 三沢市臨時的任用職員等試験情報
総務課（内線 207）

募 集 職 種

期限付臨時職員 保健師、看護師、准看護師、歯科衛生士、臨床検査技師、薬剤師、診療放射線技師

非常勤職員
就労支援員、障がい者相談員、子育て支援員、道路整備員、作業員（自然保護監視員）、
作業員、受付員、補導員、社会体育専門指導員、作業員（火葬場）、文化説明員

パート職員
看護師、准看護師、栄養士、調理師、介護補助、看護補助、特別支援教育支援員、事務補助、
発掘作業員

非常勤職員
（障がい者を対象）

受付員（対象は障がい者手帳等の交付を受けている方で、自力により通勤でき、介助者
なしで職務の遂行ができる方）

試 験 日 ３月２日（土）または３月３日（日）で三沢市の指定する日

試 験 場 所 市役所または市立三沢病院で三沢市の指定する場所

選 考 方 法 面接試験（障がい者の方は、障がいの種類によって実技試験も行います）

申 込 期 日 ２月 15 日（金）の 17 時まで（ただし、土・日・祝日を除く）※郵送申し込みの場合は２月 15 日（金）必着

受験申込書の請求

▶募集要項・申込書等は以下の方法で取得できます。
　①市ホームページからダウンロード
　②市役所総務部総務課人事管理係にて配布
　③郵送で請求
　④ハローワーク三沢にて配布
※郵送請求する際は、必ずご自分の宛先を記入し 120 円分の切手を貼付した角２号の封筒を三沢市役所総務部総
　務課人事管理係宛てに送付してください。この場合、希望する職種と連絡先を必ず明記してください。

任 用 方 法
合格者は、平成 25 年４月１日または４月２日からの任用となります。
任用されない方は、平成 25 年度中、三沢市臨時的任用職員待機者名簿に登録され、欠員が生じた場合など必要に
応じて随時任用する場合があります。

注 意 事 項

①三沢市の関係規程に基づき任用します。
②任用後の副業や兼職はできません。
③不動産収入や農業収入など、既に恒常的な年間収入のある方は受験をご遠慮ください。
④平成 24 年度までに臨時的任用職員等（期限付臨時職員、非常勤職員、パート職員、非常勤嘱託員）であった方
　も該当する職種であれば受験できます。
⑤申し込みはいずれかひとつの職種に限ります。
⑥各職種とも市内に居住されている方または通勤可能な方に限ります。
⑦申し込みいただいた受験申込書は返却しませんのでご了承ください。

※詳しくは下記へお問い合わせいただくか、２月１日（金）から配布する募集要項でご確認ください。
問い合わせ先　総務課人事管理係（内線 207・208）〒 033-8666 三沢市桜町 1-1-38

※申請書は各児童館で配布しています。詳しくは各児
　童館・児童センターへお問い合わせください。

施　　設 学　区 募集
人数 電話番号 入館できる

学年
古間木児童センター 古間木小 100 人 53-5056 6 年生まで

上久保児童センター 上久保小 100 人 53-4771 6 年生まで

松原児童センター 木崎野小 80 人 53-9611 3 年生まで

木崎野児童クラブ 木崎野小 50 人 53-9611 3 年生まで

木崎野第２児童クラブ 木崎野小 20 人 53-9611 3 年生まで

おおぞら児童センター 岡三沢小 100 人 53-8285 3 年生まで

岡三沢児童館 岡三沢小 70 人 52-3187 3 年生まで

三沢児童館 三沢小 130 人 54-2230 3 年生まで

しおさい児童館 三川目小 60 人 54-4712 6 年生まで

織笠児童館 おおぞら小 60 人 59-2457 6 年生まで

平成 25 年度の児童館への入館申請を受け付けます
家庭福祉課（☎ 51-8772）

日　時　２月 18 日（月）～ 22 日（金）10:00 ～ 18:00
　　　　※ 18 日（月）は 8:30 から受付します。
場　所　各児童館・児童センター
対　象　就労等の理由で、保護者が昼間、家庭にいない
　　　　小学校１年生から３年生までの児童
利用料　月額 3,000 円
※家庭の状況により養育支援が
　必要な場合や施設が定員に満
　たない場合は、４年生以上の
　児童や他学区の児童でも入館
　できることがありますのでご
　相談ください。

鶏などを飼養している方は
　　    定期報告書をご提出ください

環境衛生課（内線 279）

　昨年度の家畜伝染病予防法改正により、鶏などの鳥
（100 羽未満）を飼養している方には、毎年２月１日現
在の飼養羽数等を県知事に定期報告することが義務付け
られました。
　万が一、高病原性鳥インフルエンザなどが発生すると、
近隣の養鶏場の卵や鶏肉の出荷が制限されるなど、養鶏
産業に大きな被害をもたらします。事業者の方はもちろ
ん、愛玩用（ペット）として数羽を飼養している方も、
定期的な清掃や消毒、野生の鳥との関わりを防ぐ適正な
管理によって疾病発生の防止に努めるとともに、以下の
とおり定期報告書の提出をお願いします。
対　　象　鶏（青森シャモロック、比内地鶏、烏骨鶏、
　　　　　シャモ、チャボ、声良、金八などを含む）、　
　　　　　あひる、うずら、きじ、ほろほろ鳥、七面鳥、
　　　　　ダチョウの所有者
提出期限　３月 31 日（日）
提 出 先　上北地域県民局
　　　　　十和田家畜保健衛生所
　　　　　（持参、郵送または FAX）
※報告様式は十和田家畜保健衛生所（ホームページ含む）
　または環境衛生課に設置してあります。
問い合わせ先
　十和田家畜保健衛生所（☎ 23-6235）FAX 23-3044
　〒 034-0093　十和田市西十二番町 19-23
　または環境衛生課（内線 279）

　３月 31 日で指定管理期間が満了する施設について、
平成 25 年４月１日から平成 30 年３月 31 日までの５
年間の指定管理者が決まりましたので、お知らせします。
　なお、公募による選定の審査結果などの詳細につきま
しては、市役所１階の情報公開コーナーおよび市ホーム
ページに掲載しています。
　審査に関しては行政経営課に、各施設に関しては各施
設担当課に、それぞれお問い合わせください。

施　設 指定管理者 選定方法等 施設担当課

公会堂等施設
東北共立・
寿商事グループ

公募
（応募数 ４)

生涯学習課
（内線 369）

寺山修司記念館
㈱テラヤマ
　　　ワールド

非公募
生涯学習課

（内線 379）

駅前広場 ㈲加澤商店
公募

（応募数 １）
都市整備課

（内線 270）

労働福祉会館
三沢地区労働者
　　福祉協議会

非公募
産業政策課

（内線 224）

公施設の指定管理者が決定しました
行政経営課（内線 229）

※木崎野児童クラブ、木崎野第２児童クラブの申請受付は松原児童センターで行います。
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北部地域の活性化を目指して
北三沢地区  日米子ども交流会 １月 19 日

　この交流会を主催した、北三沢地区コミュニティー活性化

協議会は、北部にある町内会と市が中心となり、北部地域の

活性化を目指して約 2 年前から活動している団体です。こ

れまで地域の声を聞きながら話し合ってきた協議会は、課題

の一つ、閉鎖的になりつつあるコミュニティー活動の幅を広

げるためどうしたらよいかと考え、新たな試みとして今回の

交流会を開催。道の駅みさわ斗南藩記念観光村で伝統的な正

月文化である凧揚げと餅つきに挑戦した、北部地域の織笠児

童館に通う小学生 20 人と米軍三沢基地内カミングス小学校

の児童８人は、つきたてのお餅を頬張り、ダンスや合唱で交

流を深めていました。
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心構えを新たにする新春の習わし
日本習字青森県書初席書大会 １月６日

　武道館で開催された伝統ある書道大会に、上十三地域の書

道教室に通う幼児から大人まで総勢 284 人が集結。書の上

達と新年の抱負に思いをはせ、年代別に分けられた課題に日

頃練習を重ねてきた筆を振るいました。

　正座して心を静め、字の大きさやバランスに苦労しながら

も、一筆ずつ丁寧に書き進めていく参加者たち。その中の１

人、安藤晃希くん（三沢小 3 年）は、ずっと楽しみにして

いた書き初めのため、前日に熱を出し体調が優れないにもか

かわらず、会場へと足を運んだとのこと。納得の出来の『雪

だるま』を手に、「上手に書けた。今年はもっと上達して、

早く段位進級したいです」と新年の目標を話していました。

気迫のこもった真剣勝負
三沢地区小・中学校卓球大会 １月 13 日

　三沢市を中心に、市内外から 18 チーム・約 130 人の小

中学生が参加し、男女別、リーグ・トーナメント形式の個

人・団体戦で、日頃鍛えた卓球の腕前を競い合いました。真

冬の冷え込みが厳しかった当日の体育館。選手は応援に駆け

付けた保護者や仲間たちからの温かい声援を受けて、気迫の

こもった真剣勝負を繰り広げ、その寒さを忘れるほど試合に

熱中していました。

　勢いよく繰り出されるスマッシュ。卓球台の周りを縦横無

尽に動き回る軽快なフットワーク。ダイナミックなラケット

さばきで展開する、スピード感あふれるラリーなど数々の好

プレーが試合を白熱させました。
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芸能と食で地域の魅力を伝える
正月じゃわめぐ祭り １月１日・２日

　星野リゾート 青森屋で 8 年前まで続いていた芸能大会が、

装いも新たに『青森の芸能と食の祭典』として開催されまし

た。県内Ｂ級グルメが味わえる屋台と併催されたこのイベン

トには、古くから根付く郷土の芸能・料理を楽しみ合い、地

域と共に『じゃわめぐ（ぞくぞくする、心騒ぐ）』ほど賑わっ

てほしいという同施設スタッフの想いが込められています。

　民謡、新舞踊、歌謡曲、和楽器などの部門別に市内外から

参加した 40 組は、青森屋内「みちのく祭りや」ステージで

自慢の芸を披露。会場には多くの観客が訪れ、独特のリズム

で紡がれる民謡やしなやかな動きで目を奪う手踊り、繊細か

つ迫力ある三味線の演奏などに陶酔していました。
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新年に贈る、若さあふれる音色
ニューイヤー・フレッシュコンサート １月５日

　公会堂におけるその年最初の自主事業として毎年開催され

続け、今回で 23 回目となるこのコンサートに出演している

のは、三沢市出身の音楽大学生や音楽大学卒業生たち。毎年

新しい出演メンバーを加え、内容も充実させながら着実に地

域に根付く「音楽の輪」を広げつつあるとのことです。この

日も、これからの音楽を担う 9 人の若者が出演し、公会堂

小ホールに集まった多くの来場者に美しいピアノやフルー

ト、テューバの音色やソプラノの美声を届けました。

　演奏終了後、出演者を代表して、フルートを演奏した月舘

めぐみさんがあいさつ。出演の機会を与えてくれた関係者、

万雷の拍手を送った来場者に感謝の気持ちを伝えました。

伝統芸能を舞う、若き後継者
民俗芸能公演会 １月 14 日

　民俗芸能保存会が一堂に会し、各地域に古くから伝わる民

俗芸能を披露するこの公演会に、市内 8 団体と五戸町の 1

団体が参加。きらびやかな衣装に身を包んだ約 150 人の出

演者が公会堂小ホールで郷土色豊かな神楽などを舞い、新春

を華やかに飾りました。

　開演に先立ち、民俗芸能の保存・継承活動に貢献した塩釜

神楽保存会の 2 人、浜三沢駒踊り保存会の 5 人に感謝状が

授与。開演後は、市無形民俗文化財指定の由緒ある演目など

で、年配の熟練者が演奏する囃
は や し

子に合わせ、きびきびと一生

懸命に躍動感ある舞を披露する多くの若手後継者の姿に、満

席の会場からは盛大な拍手が湧き起っていました。
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※ホームページの「できごと通信」では、さらに多くの出来事を紹介しています！

　▶ http://www.city.misawa.lg.jp/

◀フレンドシップロードに出現し
　た「クリスマス・キャンドル号」

　アートでまちを盛り上げようと昨年 11 月に設立

した市民団体『MISAWA アートプロジェクト実行

委員会』が商工会と協力して、中心街周辺にあるフレンドシッ

プロード ( 米軍三沢基地引き込み線跡地 ) を会場にクリスマ

スイベントを開催。ペットボトルと瓶で作った約 3,000 個の

キャンドルアートや、列車型

オブジェ『クリスマス・キャ

ンドル号』、手製のギフトボッ

クスによるプレゼントやクリ

スマスディナーを作るワーク

キャンドルが灯す光のアート、
子が親に伝える感謝の気持ち
misawa artrain（ミサワ  アートレイン）

12 月 22 日・23 日

▼手作りのキャンドルを並べる子どもたち

できごと

つうしん

ショップなど、主催者の「大切な人に日頃の感謝の気持

ちを伝えることで心の交流を育んでほしい」という想い

が込められた催しを多くの来場者が楽しみました。

　遊歩道内に設置された『クリスマス・ギフト号』のコー

ナーには、子どもたちが父母らへ感謝の気持ちを込めて

準備したプレゼントを、名前入りの手製ギフトボックス

に入れて陳列。会場を訪れた父母らは、たくさんのギフ

トボックスの中から自分宛てのプレゼントを見つけると、

笑顔を見せながらその中に詰まった心温まるメッセージ

カードや似顔絵などを受け取っていました。

21 広報みさわ　2013・02 20市役所代表　☎ 53-5111



６日（水）・20 日（水）
３月６日（水）

13 時～ 16 時

12 日（火）
13 時～ 16 時

26 日（火）
13 時～ 16 時

12 日（火）
10 時～ 15 時

第２・４木
9 時 30 分～ 15 時

21 日（木）
13 時～ 16 時

毎週月～金
9 時～ 16 時

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週月～金
9 時～ 17 時

随時
電話相談可

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週月～金
9 時～ 16 時

毎週火
10 時～ 15 時

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週土
9 時～ 11 時 30 分

毎週月～金
8 時 15 分～ 16 時

 

病
院
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

ス
ト
リ
ン
グ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト

と　

き　

２
月
24
日
㈰
16
時
～

と
こ
ろ　

三
沢
病
院
１
階
ロ
ビ
ー

出　

演　

コ
・
コ
ラ
ル
コ 

奏

（
高
橋
め
ぐ
み
バ
イ
オ
リ
ン
教
室
）

曲　

目　

パ
ッ
ヘ
ル
ベ
ル
の

　
　
　
　
　
　
　
　

カ
ノ
ン　

他

▼
問　

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会　

成
田

　
　
　
　
　
（
☎
52
ー
６
０
９
７
）

 

航
空
科
学
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

と
ん
ぼ
玉
を
作
ろ
う
！

　

色
を
選
ん
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
と

ん
ぼ
玉
を
作
ろ
う
！　

蓄
光
タ
イ

プ
（
＋
１
０
０
円
）
も
あ
り
ま
す
。

と　

き　

２
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

※
受
付
・
整
理
券
配
布
９
時
10
分
～

と
こ
ろ　

特
別
展
示
室

定　

員　

各
日
48
組
（
先
着
順
）

参
加
料　

千
円
～
１
２
０
０
円

▼
申
問　

県
立
三
沢
航
空
科
学
館

　
　
　
　
　
（
☎
50
ー
７
７
７
７
）

 

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

図
書
館
シ
ネ
マ
（
上
映
会
）

タ
イ
ト
ル　
「
99
歳
の
詩
人

　

柴
田
ト
ヨ
～
心
を
救
う
言
葉
」

と　

き　

２
月
９
日
㈯
13
時
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

参
加
料　

無
料

館
長
＆
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
ト
ー
ク

テ
ー
マ　

初
め
て
の
寺
山
修
司

と　

き　

２
月
20
日
㈬
18
時
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

参
加
料　

無
料

▼
申
問　

図
書
館

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
６
０
４
０
）

 

小
学
生
名
人
戦  

三
沢
地
区
予
選

め
ざ
せ
！
将
棋
名
人

と　

き　

２
月
17
日
㈰
９
時
～

と
こ
ろ　

日
本
将
棋
連
盟
三
沢
支

　
　
　
　

部
道
場
（
お
い
ら
せ
町

　
　
　
　

住
吉
４
―
50
―
９
０
１
）

対　

象　

市
内
在
住
の
小
学
１
年

　
　
　
　

生
か
ら
５
年
生

参
加
料　

５
０
０
円

※
当
日
の
申
し
込
み
も
可

▼
申
問　

日
本
将
棋
連
盟

　
　
　
　
　
　

三
沢
支
部　

齋
藤

（
☎
０
９
０
ー
２
８
４
６
ー
３
９
５
６
）

 

音
で
遊
ぼ
う
キ
ン
ダ
ー
ジ
ャ
ム

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し

講
師
ミ
ス
・
ア
シ
ュ
リ
ー
と
親
子

で
英
語
レ
ッ
ス
ン
。
紙
人
形
劇
も

開
催
し
ま
す
！

と　

き　

２
月
16
日
㈯
11
時
～

と
こ
ろ　

ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
ミ
サ
ワ

対　

象　

親
子
（
２
～
７
歳
）

定　

員　

30
組
（
先
着
順
）

参
加
料　

５
０
０
円

▼
申
問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
サ
ワ
・

ア
ク
セ
ス
・
パ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
☎
０
８
０
ー
１
６
９
２
ー
９
９
６
０
）

 

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

名
簿
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

１
月
に
提
出
し
て
い
た
だ
い
た

申
請
に
よ
り
作
成
し
た
名
簿
を
、

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
お
い

て
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

選
挙
権
が
あ
り
、
申
請
済
み
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
名
簿
に
登
載

さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
異
議
が
あ

る
場
合
は
、
期
間
内
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

期　

間　

２
月
23
日
㈯
～

　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
９
日
㈯

▼
問　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
（
内
線
３
０
８
・
３
０
９
）

 

日
本
赤
十
字
社

社
資
納
入
・
社
員
加
入
の
お
願
い

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
災
害
救
護

活
動
お
よ
び
世
界
平
和
と
人
類
の

福
祉
向
上
に
努
め
て
お
り
、
赤
十

字
社
の
活
動
資
金
は
赤
十
字
事
業

に
協
賛
す
る
社
員
が
納
付
す
る
社

資
（
６
０
０
円
以
上
）
で
賄
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部
で

は
、
平
成
25
年
度
の
事
業
資
金
調

達
の
た
め
、
赤
十
字
の
目
的
と
活

動
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
社
資

の
納
入
と
新
規
社
員
の
加
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
申
問　

生
活
安
全
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
１
３
）

 

私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
説
明
会

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ

り
借
入
金
を
弁
済
で
き
な
く
な
っ

た
、
ま
た
は
そ
の
恐
れ
の
あ
る
被

災
者
の
方
の
債
務
整
理
を
円
滑
に

進
め
、
生
活
を
支
援
す
る
仕
組
み

で
す
。

　

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月
20
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　
　

11
時
～
15
時

と
こ
ろ　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

第
３
研
修
室

参
加
料　

無
料

▼
問　

生
活
安
全
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
１
３
）

１
日
１
円
保
険（
交
通
災
害
共
済
）

年
間
３
５
０
円
の
保
険
に
加
入
を

　

平
成
25
年
度
の
加
入
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
今
年
も

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ

う
。

▽
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
は
、
ど

　

な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

▽
全
国
ど
こ
で
起
こ
っ
た
交
通
事

　

故
で
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

▽
平
成
25
年
度
に
市
内
小
学
校
に

　

入
学
す
る
お
子
さ
ん
に
つ
い
て

　

は
、
市
の
負
担
で
１
年
間
加
入

　

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
申

　

し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

会　

費　

１
人
年
間
３
５
０
円

▼
問　

生
活
安
全
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
１
６
）

 

小
・
中
学
校
就
学
援
助
制
度

平
成
25
年
度
申
請
の
受
け
付
け

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
就
学

が
困
難
な
小
学
校
児
童
、
ま
た
は

中
学
校
生
徒
の
保
護
者
に
対
す
る

就
学
援
助
制
度
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。

　

希
望
す
る
方
は
、
児
童
・
生
徒

が
在
籍
す
る
学
校
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

対　

象　

市
民
税
非
課
税
世
帯
、

　
　
　
　

児
童
扶
養
手
当
受
給
世

　
　
　
　

帯
、
災
害
や
失
業
な
ど

　
　
　
　

に
よ
り
困
窮
し
て
い
る

　
　
　
　

世
帯
な
ど

▼
問　

各
学
校
ま
た
は
教
育
総
務

課
（
内
線
３
６
５
）

●法律相談（法テラス青森主催）
問 法テラス青森（☎ 050-3383-5552）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名・受付条件あり

●法律相談（社会福祉協議会主催）
問 場 社会福祉協議会（☎ 52-3270）
※要電話予約・先着６名

●法律相談（市主催）
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名

●人権・行政相談
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室

●人権・困り事相談
問 人権・困り事相談所（☎ 52-7083）
場 市民活動ネットワークセンターみさわ（旧ふれあいの館）

●創業・起業相談（21 あおもり産業総合支援センター主催）
問 産業政策課（内 224）
場 市役所別館２階  図書室　※要電話予約

●教育相談
問 場 国際交流教育センター内教育相談室（☎ 53-6060）

●家庭児童・婦人相談
問 場 家庭福祉課（内 381）

●育児・子育て支援相談
問 場 三沢地域子育て支援センター（☎ 53-1176）
問 場 ぴこりんパーク（☎ 53-7772）

●育児・子育て支援相談
問 場 みさわファミリーサポートセンター（☎ 50-1518）

●消費者生活相談
問 県消費生活センター八戸相談室（☎ 0178-27-3381）

●警察安全相談
問 三沢警察署総務課（☎ 53-3145　内 217）

●犯罪被害者支援相談
問 青森県地方検察庁被害者ホットライン

（☎ 017-722-1234）

●がん・緩和ケア・医療相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内

（☎ 51-1375）

●介護・福祉相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内（☎ 51-1375）

 

市
民
の
森
　
歩
く
ス
キ
ー

受
付
場
所
が
変
わ
り
ま
し
た

受
付
時
間　

９
時
～
15
時

受
付
場
所　

総
合
運
動
公
園
管
理
棟

利
用
料　
　
　
　

大
人
３
０
０
円

　
　
　
　
　

18
歳
未
満
２
０
０
円

　
　
　
（
毎
週
㈯
小
中
学
生
無
料
）

※
靴
、
ス
キ
ー
無
料
貸
出
あ
り

※
積
雪
状
況
な
ど
事
前
の
電
話
確

　

認
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
申
問　

総
合
運
動
公
園
管
理
棟

　
　
　
　
　
（
☎
59
ー
２
２
２
１
）

 

寺
山
修
司
記
念
館
　
企
画
展

寺
山
修
司
と
天
井
棧
敷
ポ
ス
タ
ー
展

　

世
界
屈
指
の
前
衛
劇
団
・
寺
山

修
司
主
宰
の
演
劇
実
験
室
「
天
井

棧
敷
」
の
演
劇
公
演
ポ
ス
タ
ー
40

点
を
展
示
し
ま
す
。

期　

間　

開
催
中
～
３
月
31
日
㈰

入
館
料　

一
般　
　
　

５
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生　
　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
・
中
学
生　
　

50
円

▼
問　

寺
山
修
司
記
念
館

　
　
　
　
　
（
☎
59
ー
３
４
３
４
）

 

市
民
大
学
趣
味
講
座

学
習
成
果
発
表
会

　

趣
味
講
座
受
講
者
の
１
年
間
の

成
果
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

展
示
部
門

と　

き　

３
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

と
こ
ろ　

公
会
堂
３
階

種　

目　

生
け
花
・
書
道
・
陶
芸

　
　
　
　

水
墨
画
・
短
歌
・
俳
句

　
　
　
　

ほ
か

舞
台
部
門

と　

き　

３
月
３
日
㈰

と
こ
ろ　

公
会
堂
小
ホ
ー
ル

種　

目　

民
謡
舞
踊
・
太
極
拳　

　
　
　
　

日
舞
・
詩
吟

入
場
料　

無
料

▼
問　

公
会
堂

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
８
７
１
１
）

国
際
こ
ど
も
ア
イ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

氷
上
ゲ
ー
ム
で
国
際
交
流

と　

き　

３
月
９
日
㈯
８
時
30
分
～

と
こ
ろ　

三
沢
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

対　

象　

市
内
・
基
地
内
小
学
生

　
　
　
　

と
そ
の
保
護
者

競　

技　

氷
上
ボ
ウ
リ
ン
グ
、

　
　
　
　
　
　

氷
上
綱
引
き　

他

参
加
料　

無
料

申
込
締
切　

２
月
28
日
㈭

※
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
性
別

　

住
所
を
明
記
し
て
封
書
ま
た
は

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
申
問　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
７
３
）

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
52
ー
３
９
６
３

 

目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
バ
ラ
講
座

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
応
用
編

と　

き　

２
月
26
日
㈫

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ　

公
会
堂
３
階

　
　
　
　
　
　

第
８
・
９
集
会
室

講　

師　

㈱
フ
ジ
ケ
ン
季
節
館

　
　
　
　
　

館
長　

田
中
淳　

氏

定　

員　

80
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
込
締
切　

２
月
25
日
㈪

▼
申
問　

三
沢
市
公
園
緑
化
公
社

　
　
　
　
　
（
☎
51
ー
２
８
２
０
）

 

普
通
救
命
講
習
会

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

と　

き　

２
月
17
日
㈰
９
時
～
12
時

と
こ
ろ　

消
防
本
部
２
階
講
堂

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

　
　
　
　

７
人
以
下
の
場
合
は
中
止

内　

容　

成
人
の
心
肺
蘇
生
法
や

　
　
　
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、

　
　
　
　

異
物
除
去
法
な
ど

受
講
料　

無
料

▼
申
問　

消
防
署
救
急
係

（
☎
54
ー
４
２
１
２
内
線
２
１
８
）

 

公
園
環
境
整
備
作
業
員

平
成
25
年
度
作
業
員
を
募
集

期　

間　

４
月
１
日
～

　
　
　
　
　

平
成
26
年
３
月
31
日

賃　

金　

月
額
12
万
５
４
０
０
円
～

内　

容　

公
園
の
環
境
整
備　

他
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参加者にはオリジナルレシピをプレゼント！
　パパが積極的に家事や育児を行うことで、もっと明るい家
庭になり、充実した毎日が送れるはず♪　日本で唯一！パパ
料理研究家の滝村雅晴さんが、家族みんなで幸せになれるコ
ツなどについて楽しくお話します。

日 時　２月 23 日（土）13:00 ～ 15:00
場 所　総合社会福祉センター
講 師　パパ料理研究家　滝村  雅晴  氏
対 象　子育て中のパパ、もうすぐパパになる方
　 　　（興味のある女性の方でもお話が聞けます）
定 員　20 人（先着順）
参 加 料　無料
申込締切　２月 20 日（水）
※無料託児がありますので、ご利
　用の方は、事前にお申し込みく
　ださい。（就学前まで）

★申し込み・問い合わせ先
　広報広聴課　市民協働推進係
　（内線 345）　FAX  52-5655
　Ｅメール  koho@city.misawa.lg.jp

LECTURE
子育てパパの幸せ講座

　高校生たちによるバンド、ダンス、お笑いなどのステージ
の企画、音響・照明など演出も全て高校生たちの手で作る「パ
フォーマンスライブ」が三沢市にやってきます！
　幅広い年代の方にお楽しみいただけるパフォーマンスライ
ブへ、ぜひお気軽にお越しください。
日　時　２月 10 日（日）12:30 ～
　　　　（開場 12:00）
場　所　公会堂　小ホール
入場料　無料
★問い合わせ先
　青森県総合社会教育センター（☎ 017-739-1253）

EVENT
パフォーマンスライブ

日 時　３月５日、12 日、19 日、26 日の火曜日
　　　　　10:30 ～ 11:30（全４回）
場 所　屋内温水プール
対 象　18 歳以上
定 員　25 人（先着順）
講　　師　アクアインストラクター
　　　　　　　苫米地　久美子　氏
受 講 料　2,000 円
申込締切　２月 28 日（木）17:00

SPORTS　チャレンジ！市民ひとり一芸一スポーツ

アクアビクス教室

日 時　３月３日、10 日、17 日、24 日の日曜日
　　　　　10:00 ～ 11:00（全４回）
場 所　屋内温水プール
対 象　18 歳以上
定 員　20 人（先着順）
講　　師　日本体育協会公認
　　　　　　　水泳上級指導員
　　　　　　　佐藤　まゆみ　氏
受 講 料　2,000 円
申込締切　２月 28 日（木）17:00

★申し込み・問い合わせ先　屋内温水プール（☎ 59-3850）

SPORTS　チャレンジ！市民ひとり一芸一スポーツ

水泳教室　クロールで 50 ｍ泳げるようになろう！

　雇用保険を受給できない求職者を対象に、職業訓練を実施しま
す。一定の要件を満たした受講者には、職業訓練を安心して受講
できるよう、職業訓練受講給付金が支給されます。
Web デザイン科
　Web コーディング・デザイン・コンテンツ制作技術を習得し、
就職能力の向上を目指します。
日 　 時　３月 27 日（水）～７月 26 日（金）9:10 ～ 15:50
　 　　※原則として土、日、祝日、その他指定日は休講
場 　 所　ＪＭＴＣ八戸教室（八戸市長苗代字二日市）
定 　 員　15 人（応募者が少ない場合は中止することがあります）
受 講 料　無料（テキスト代 11,424 円および、資格試験を受験
　　　　　する場合は受験料が別途必要です）
申込締切　公共職業安定所で受講手続き後、２月 28 日（木）ま
　　　　　でに JMTC 八戸教室へお申し込みください。
★申し込み・問い合わせ先　ＪＭＴＣ八戸教室（☎ 0178-70-2401）

INVITE
職業訓練の受講生を募集します

募集種目 応募資格 受付期限 試験期日 試験場所（予定）
予備自衛官補
　　　（一般公募）

18 歳以上 34 歳未満の方
（平成 25 年７月１日現在）

４月３日（水）
４月 12 日（金）～ 15 日（月）の
うちいずれか１日

青森駐屯地
八戸駐屯地

予備自衛官補
　　　（技術公募）

18 歳以上で各種国家免許資格等を有する方
（平成 25 年７月１日現在）

青森駐屯地

幹部候補生
（一般・飛行・音楽）

22 歳以上 26 歳（修士課程修了者は 28 歳）
未満の方（平成 26 年４月１日現在）

４月 26 日（金）

１次試験
５月 11 日（土）：筆記試験
５月 12 日（日）：筆記式操縦適性検査
　　　　　　　　（飛行要員のみ）

青森県第２合同庁舎
八戸工業大学

※詳細についてはお問い合わせください。
★問い合わせ先　自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所（☎ 53-1346）

RECRUIT
自衛官を募集します

日 時　２月 24 日（日）
　　　　　9:00 ～ 12:00
場 所　三沢アイスアリーナ
定 員　▷小学生の部  12 チーム
　　　　　▷一般の部（中学生以上）
　　　　　　　　　　　　    ６チーム
　　　　　（１チームは補欠２人含む
　　　　　　　　　　10 人、先着順）
参 加 料　小学生の部 2,000 円
　　　　　一般の部　 3,000 円
申込締切　２月 17 日（日）17:00
※手袋、防寒具、長靴（スパイク不可）
　などをご準備ください。

EVENT　チャレンジ！市民ひとり一芸一スポーツ

氷上つなひき大会

日 時　アイスホッケー教室
　　　　　２月 19 日（火）,21 日（木）,26 日（火）,28 日（木）,
　　　　　３月５日（火）, ７日（木）, ９日（土）の
　　　　　　18:15 ～ 19:00
　　　　　フィギュアスケート教室
　　　　　２月 20 日（水）,23 日（土）,
　　　　　　27 日（水）, ３月６日（水）の
　　　　　　17:15 ～ 18:00
　　　　　２月 24 日（日）, ３月９日（土）,
　　　　　10 日（日）の 15:30 ～ 16:15
場 所　三沢アイスアリーナ
対 象　年長から小学校６年生
定 員　各 25 人（先着順）
受 講 料　1,000 円（貸スケート靴利用の場合は別途 300 円）
申込期間　２月４日（月）9:00 ～定員に達し次第終了
※子どもの保護者または家族が直接、三沢アイスアリーナで
　お申し込みください。（電話申込は不可）

★申し込み・問い合わせ先　三沢アイスアリーナ（☎ 57-2100）

SPORTS　チャレンジ！市民ひとり一芸一スポーツ

アイスホッケー教室・フィギュアスケート教室　三沢市姉妹都市委員会では、平成 25 年度派遣団員を
募集しています。
　三沢市と姉妹都市との間で長年にわたって築かれてき
た絆をさらに深め、世界の文化や生活を体験することは、
あなたにとってきっと大切な財産になるはずです。
　勇気を出して、新たな一歩を踏み出しましょう！

派 遣 先　米国ワシントン州
　　　　　ウェナッチ市・東ウェナッチ市
期間・費用・定員
　Ａコース（中学生・高校生）
　　派遣期間　５月１日（水）～ 10 日（金）
　　負担費用　30,000 円
　　定　　員　概ね 10 人程度（面接選考あり）
　Ｂコース（一般交流員）
　　派遣期間　５月１日（水）～８日（水）
　　負担費用　150,000 円
　　定　　員　若干名
参加条件　▷市内に住所があること
　　　　　▷原則として、平成 25 年８月にウェナッチ
　　　　　　から使節団が来訪した際、ホームステイ受
　　　　　　け入れが可能であること
　　　　　▷派遣後、体験レポート（感想文）を提出す
　　　　　　ること
応募締切　２月 12 日（火）
★申し込み・問い合わせ先
　姉妹都市委員会事務局〔国際交流課〕（☎ 51-1255）

INVITE
姉妹都市友好親善使節団員を募集します

日 　 時　３月 16 日（土）15:00 ～（開場 14:00）
場 　 所　公会堂　大ホール
入 場 料　無料（要整理券）
演奏曲目　第１部　交響詩「エグモント」他
　　　　　第２部　「エヴァンゲリヲン新吹奏楽版より」ほか
注意事項　▶駐車場はありません
　　　　　▶乳幼児（未就学児）の入場は、ご遠慮ください
　　　　　▶はがきに不備等がある場合は返信できません
応募方法　往復はがきの往信裏面と返信表面に、代表者の郵便番
　　　　　号・住所・氏名・電話番号・希望人数（２人まで）を
　　　　　明記してお送りください。応募者多数の場合は、抽選
　　　　　とさせていただき、抽選結果については返信はがきの
　 　　郵送（３月初旬予定）によりお知らせします。
応募締切　２月 15 日（金）必着
★申し込み・問い合わせ先
　第３航空団監理部渉外室（☎ 53-4121 内線 3313）
　〒 033-8604 三沢市後久保 125-7

CONCERT
航空自衛隊 北部航空音楽隊 第 34 回定期演奏会
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　厚生労働省では、１月１日から２月 28 日ま

での２カ月間、「はたちの献血」キャンペーン

を実施しています。

　新たに成人式を迎えた「はたち」

の若者を中心に、広く各年代から

献血に対するご理解とご協力をい

ただくために、全国各地で献血の

呼びかけを行っています。

命をつなげる
　献血によって、１日に約 3,000 人もの患者

さんが輸血を受け、たくさんの人の命が救われ

ています。

みんなでつなげる
　献血するきっかけは「家族や友人からすすめ

られたから」という人がたくさんいます。しか

し、「献血してみたいけど、きっかけがない」

という人があなたの周りにもいるかもしれませ

ん。そんな人たちと献血を結ぶ立役者に、ぜひ、

あなたがなってください。

未来へつなげる
　若い人を中心に献血者は減り続け、15 年後

には、献血者は 100 万人近く不足すると推計

されています。将来の献血を支えるために、若

い人の協力が必要です。

40 分のボランティア
　献血は最も身近なボランティア。あなたのわ

ずかな時間で救える命があります。400 ミリ

リットル献血の場合、献血全体の所要時間は

40 分程度、そのうち実際の採血時間は 15 分

程度です。寒い冬の時期は、体調を崩したり外

出を控えるため、献血者は減少しがちです。

献血は誰でもできるの？
全  血  献  血

1 回献血量 200ml 400ml

年　齢 16 ～ 69 歳
男　17 ～ 69 歳
女　18 ～ 69 歳

体　重
男　45kg 以上
女　40kg 以上

50kg 以上

最高血圧 90mmHg 以上

血色素量
男　12.5g/dl 以上
女　12.0g/dl 以上

男　13.0g/dl 以上
女　12.5g/dl 以上

※平成 23 年４月１日から採血基準が一部改正されました。

　市内でも毎月献血を実施しています。皆さん

の温かいご理解とご協力をお願いします。
日　　時 場　　所

  2 月 23 日（土）10:00 ～ 11:45
13:00 ～ 16:00 ホーマック三沢店

  2 月 26 日（火）10:00 ～ 15:30 航空自衛隊三沢基地
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休  日  救  急  診  療
  2 月   3 日 すずき小児科内科クリニック 52-6555

まつぞのクリニック 52-5050

  2 月 10 日 柿崎外科医院 57-1151

ひぐちクリニック 50-1441

  2 月 11 日 あいざわクリニック 58-7370

得居泌尿器科医院 50-1333

  2 月 17 日 まつぞのクリニック 52-5050

こおり耳鼻科クリニック 53-3387

  2 月 24 日 ひぐちクリニック 50-1441

  3 月   3 日 さいとう耳鼻咽喉科クリニック 50-1406

  3 月 10 日 みさわクリニック 53-3739

※受診の前に、電話で症状をお知らせください。

※ 17 時以降の夜間救急診療は当番制ではありません。

田中 羽空（わく）くん／９カ月

問い合わせ…保健相談センター　☎ 57-0707

２月の保健だより

麻しん・風しんの予防接種は
　１期＝１歳児
　２期＝小学校就学前年（年長児）
の２回接種することになっています。また、平成 20
年度から平成 24 年度までの５カ年の時限措置として
　３期＝中学校１年生
　４期＝高校３年生
に接種が勧められています。

　特に麻しんは、95％以上の人が予防接種を受けるこ
とで流行を予防できるとされていますが、12 月末にお
ける三沢市での接種率は 80％にも届いていません。
　２期・３期・４期の対象者が３月末までに接種する
場合は無料ですが、４月以降は自己負担（１万円前後）
が生じます。まだ接種していない対象者は３月末まで
に接種しましょう。

★問い合わせ先　健康推進課（☎ 57-0707）

MEDICAL INFORMATION
麻しん・風しん（ＭＲ）ワクチンを
　　　　　３月末までに接種しましょう

問い合わせ…保健相談センター　☎ 57-0707

キャンペーン中です
はたちの　  献血

想いをかたちに

▲けんけつちゃん

内容・対象 月　日 時　間 場　所

母　
　
　

子

妊婦歯科健診 ２月 12 日（火）受付 13:15 ～ 13:30

保健相談

センター

＊母子手帳を持参してください。
両親学級２課

（講話・マタニティヨガ）
２月   ５日（火）

         13:30 ～ 15:00
（受付 13:15 ～ 13:30）

＊予約制です。母子手帳を持参の上、動きやすい服装でお越しください。
＊マタニティヨガは、主治医に了解を得た上で参加をお願いします。
４カ月児健康診査 ２月 12 日（火）受付  12:45 ～ 13:15
＊希望する保護者は歯科健診を受けることができます。
＊ブックスタート事業（絵本の読み聞かせや絵本のプレゼント）があります。
６～  ７カ月児健康相談 ２月 12 日（火）受付   9:30 ～ 10:00
９～ 10 カ月児健康相談 ２月 13 日（水）受付   9:30 ～ 10:00
１歳６カ月児健康診査

（平成 23 年６月生まれの幼児） ２月 21 日（木）受付 12:45 ～ 13:15

２歳児歯科健康診査
（平成 22 年９月生まれの幼児） ２月 13 日（水）受付 12:45 ～ 13:15

３歳児健康診査
（平成 21 年７月生まれの幼児） ２月 20 日（水）受付 12:30 ～ 13:00

▼乳幼児健診では、母子健康手帳・バスタオルなどを持参してください。
　１歳６カ月児・２歳児・３歳児健康診査では診査票などを忘れずに。
　体調不良や感染症などのときは受診をご遠慮ください。

親子ふれあい広場 ２月 15 日（金）
３月   ８日（金）

        10:00 ～ 11:00
（受付  9:40 ～ 10:00）

総合体育館　対象　歩くことができる就学前のお子さんとその保護者（お父さんも可）
　内容　親子スキンシップ体操等、親子一緒に楽しく体を動かして遊びます。
　申し込み・問い合わせ先（※なるべく事前にお申し込みください）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保健相談センター　☎ 57-0707

成
人
老
人

栄養相談 随時受付（予約制）

保健相談

センター

一般健康相談 月～金曜日随時           8:30 ～ 16:30

こころのケア相談　　電話相談 ２月   ７日（木）
        10:00 ～ 12:00
        13:00 ～ 15:00

　　　　　　　　　　面接相談 ２月 21 日（木）        10:00 ～ 15:00
＊面接は３日前までに要予約　☎ 57-0029（専用電話）
女性健康相談 ２月 19 日（火）受付 10:00 ～ 10:30 上十三保健所

（十和田市）
精神保健福祉相談 ２月 13 日（水）受付 13:00 ～ 14:00
＊問い合わせ：上十三保健所　☎ 23-4261

申込方法　市ホームページに掲載または広報広聴課に設置する申込書に必要事項を記入のうえ、お申し込みください。
　　　　　お申込みいただいた内容を審査した後、文書で掲載の決定をお知らせします。また、併せて納入通知書もお送りし
　　　　　ますので、市役所会計課または三沢市指定金融機関で指定期日内に掲載料を納付してください。
申込締切　掲載希望号の発行日の 30 日前
※印刷の色は２色となります。また、掲載場所の指定はできません。

★申し込み・問い合わせ先　広報広聴課　広報係（内線 214）

INVITE
「広報みさわ」 へ有料広告を掲載してみませんか？

広告の大きさ・掲載料金
区　分 大きさ １回の掲載料

１号広告 縦 45mm ×横 180mm 30,000 円
２号広告 縦 45mm ×横    85mm 15,000 円

▶濡れたタオルやハンカチなどで鼻・口を覆いながら避難

　する。（タオルなどが無い場合は着ている衣服の一部など）

▶できる限り低い姿勢で、床を這うように避難する。

▶エレベーターは使わず階段で下へ避難する。

▶階段を降りるときは、足から降りる。（煙がある場合）

▶煙で視界が悪いときは、壁に手を当てて方向を確認しな

　がら避難する。

※デパート、ホテルな

　ど外出先での避難口

　は常に確認しておき、

　災害時には落ち着い

　て行動しましょう。

火災の煙から身を守る避難方法

ワンポイント消防

住宅用火災警報器を寝室や階段に設置していないご家庭は早急に
設置しましょう。　　　　　　　　　　　　　　消防本部予防課
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三
沢
市
成
人
式

1  種市市長による観閲
2  機械器具を点検し報告する

　  消防団員
3  堂々と行進する婦人防火ク

　  ラブの皆さん
4  代表して感謝状を受け取る

　  元分団長の小笠原幸一さん
5  代表して表彰状を受け取る

　 第 14 分団の立花賢一さん

1

2

3

4

5

　

１
月
13
日
、
公
会
堂
に
お
い
て

成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
、
三
沢
市
で
新
成
人
と

な
っ
た
の
は
男
性
２
３
２
人
、
女

性
２
０
５
人
の
計
４
３
７
人
。
そ

の
う
ち
３
４
２
人
が
、
こ
の
日
の

式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
続
い
た
雪
は
式
典
前
に

ぴ
た
り
と
止
み
、
祝
福
す
る
か
の

よ
う
に
降
り
注
ぐ
陽
光
。
次
々
と

集
う
新
成
人
た
ち
は
、
華
や
か
な

着
物
姿
や
凛り

り々

し
い
ス
ー
ツ
姿
に

少
し
恥
ず
か
し
げ
。
そ
れ
で
も
数

年
ぶ
り
に
再
会
す
る
友
人
の
姿
に

喜
び
の
声
を
上
げ
、
近
況
報
告
や

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
晴
れ
の
門
出
の
姿

を
残
そ
う
と
家
族
や
友
人
と
記
念

写
真
を
撮
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
、

無
事
に
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
喜

び
を
分
か
ち
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
に
先
駆
け
、
会
場
で
は
ク

レ
ー
ル
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

が
明
る
く
美
し
い
演
奏
で
新
成
人

を
祝
福
。
期
待
に
胸
躍
ら
せ
る
新

成
人
た
ち
が
席
に
着
く
と
厳
か
に

式
典
が
始
ま
り
、
参
加
者
全
員
で

国
歌
を
斉
唱
し
た
後
、
新
成
人
代

表
の
立
崎
愛
さ
ん
に
よ
っ
て
「
市

民
の
ち
か
い
」
が
朗
読
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
主
催
者
に
よ
る
式
辞
。

最
初
に
、
新
成
人
を
守
り
育
て
て

き
た
家
族
や
周
囲
の
人
々
を
労
っ

た
種
市
市
長
は
、
新
成
人
に
「
世

界
中
か
ら
高
い
賞
賛
を
受
け
る
日

本
の
文
化
・
習
慣
の
根
底
に
あ
る

の
は
、森
羅
万
象
へ
の
畏
敬
の
念
、

慈
し
み
、
感
謝
す
る
『
和
の
心
』。

皆
さ
ん
に
は
、『
和
の
心
』
を
再

認
識
し
て
い
た
だ
き
、
日
本
人
と

し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
若
く
豊
か

な
感
性
、
あ
ふ
れ
る
創
造
力
と
力

強
い
行
動
力
で
市
の
発
展
へ
大
い

に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
と
エ
ー
ル
を
贈
り
祝
福
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
来
賓
を
代
表
し

て
、
舩
見
市
議
会
議
長
と
小
檜
山

青
森
県
議
会
議
員
が
祝
辞
。
祝
福

や
期
待
、
応
援
。
そ
れ
ぞ
れ
が
想

い
を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け

取
っ
た
新
成
人
か
ら
は
、
代
表
の

駒
沢
圭
亮
さ
ん
と
内
條
里
美
さ
ん

が
、
見
守
る
家
族
や
恩
師
、
友
人
、

地
域
の
人
々
た
ち
に
向
か
っ
て
、

決
意
や
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
成
人
の
先
輩
と
し

て
三
沢
青
年
会
議
所
の
佐
々
木
理

事
長
か
ら
力
強
い
励
ま
し
の
言
葉

を
受
け
た
新
成
人
た
ち
は
、
市
内

で
活
動
す
る
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

と
共
に
「
市
民
の
歌
」
を
歌
い
、

記
念
す
べ
き
成
人
式
を
終
え
ま
し

た
。

　

時
々
刻
々
と
変
わ
り
ゆ
く
現
代

の
社
会
の
一
員
と
な
っ
た
新
成
人

た
ち
。
こ
れ
か
ら
先
に
待
ち
受
け

て
い
る
で
あ
ろ
う
困
難
へ
の
不
安

を
感
じ
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
乗
り

越
え
る
た
め
の
夢
や
目
標
、
成
人

と
し
て
身
に
付
け
る
べ
き
自
覚
や

責
任
の
必
要
性
も
し
っ
か
り
と
胸

に
刻
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。
多

く
の
人
々
へ
の
感
謝
の
想
い
と
未

来
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
た
今
、

新
成
人
た
ち
は
力
強
い
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

「市民のちかい」新成人代表　立
た ち ざ き

崎  愛
あ い

 さん

「新成人のことば」新成人代表　駒
こ ま さ わ

沢  圭
け い す け

亮 さん

　今日まで成長することができたのは、多くの方々の
支えがあったからであることを忘れません。成人とは
ゴールではなく、大人としての第一歩。これからは、
自立し、誰かを支えていく立場になります。一人で壁
を乗り越えられないときは、大切な人たちと支え合い
ながら乗り越えていきましょう。これからは成人とし
ての自覚を持ち、人生を楽しみ、自立した立派な社会
人になることを誓います。

「新成人のことば」新成人代表　内
ないじょう

條  里
さ と み

美 さん

　これから歩む大変な世の中に不安を感じながらも、
私たちは将来を担っていく者として、責任を果たして
いかなければなりません。今日の成人式は、私たちが
立場を自覚し前向きに歩む勇気を与えてくれるととも
に、頼りない背中を押してくれるきっかけとなる気が
します。私たちは三沢市民のため、地域社会のため、
恩返しをするつもりで一生懸命頑張ります。新成人の
皆さん、一歩ずつゆっくりと共に歩んでいきましょう。

消防出初式
　

消
防
出
初
式
は
、
地
域
の
人
々

が
結
成
す
る
消
防
団
が
、「
自
ら

の
地
域
は
自
ら
守
る
」
と
い
う
郷

土
愛
護
の
精
神
の
確
立
と
士
気
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
年

頭
行
事
。
１
月
20
日
に
行
わ
れ
た

本
年
の
出
初
式
に
、
消
防
団
員

３
１
７
人
を
中
心
と
し
て
消
防
本

部
、
航
空
自
衛
隊
、
米
軍
、
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
か
ら
合
計
３
６
９
人

と
車
両
27
台
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

小
雪
舞
う
厳
し
い
寒
さ
の
中
、

総
合
体
育
館
前
な
ど
の
幹
線
道
路

で
行
わ
れ
た
観
閲
式
で
は
、
整
然

と
並
ぶ
全
団
体
を
種
市
市
長
が
巡

閲
し
、
服
装
や
、
車
両
の
機
械
器

具
を
点
検
。そ
の
後
、地
域
の
人
々

が
見
守
る
中
、
威
風
堂
々
と
分
列

行
進
す
る
消
防
団
員
や
車
両
の
勇

姿
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
会
堂
の
小
ホ
ー
ル
に
会
場
を

移
し
て
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
消

防
団
員
と
し
て
永
年
勤
続
し
た
退

団
者
14
人
へ
種
市
市
長
か
ら
感
謝

状
が
、
勤
続
５
年
以
上
で
成
績
優

秀
か
つ
他
の
模
範
と
な
る
団
員
13

人
に
山
本
消
防
団
長
か
ら
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
種
市
市
長
は
式
辞
の
中

で
、
各
関
係
機
関
の
協
力
と
表
彰

者
の
永
年
に
わ
た
る
尽
力
に
感

謝
。
さ
ら
に
、
頼
も
し
く
堂
々
と

行
進
し
た
消
防
団
員
へ
「
地
域
に

最
も
身
近
な
防
災
組
織
で
あ
る
消

防
団
は
、
防
災
活
動
の
中
核
。
市

民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め

に
、
さ
ら
な
る
精
進
を
お
願
い
し

た
い
」
と
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま

し
た
。
山
本
消
防
団
長
か
ら
の
訓

示
や
、
列
席
し
た
来
賓
か
ら
の
祝

辞
を
受
け
た
消
防
団
員
ら
は
、
最

後
に
万
歳
三
唱
を
行
い
、
今
年
１

年
の
活
動
に
向
け
士
気
を
高
め
ま

し
た
。

　昨年 11 月４日に、大津自主防

災会に防災資機材が整備されま

した。

　これは、財団法人 自治総合セ

ンターが行っている事業の一つ

で、自主防災組織やその連合体

が行う地域の防災活動に必要と

する設備に対し、宝くじの助成

金を利用し整備されたものです。

TOPICS 防災資機材の整備
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成
人
の
決
意

江
え ば た

畑  春
は る か

花 さん
　介護福祉士として、ホスピタル

精神を忘れず頑張りたいと思いま

す。また地域のためにも動きたい。

　地元を離れ学校に行かせてくれ

た両親には、感謝でいっぱいです。

今まで迷惑かけたけど、これから

は恩返ししていきたいです。

織
お り か さ

笠  咲
さ き

希 さん
　ようやく二十歳だなって思いま

す。目標は公務員。そして、マナー

を守る大人になりたいです。これ

からは、やったことのないものに

挑戦してみたいと思います。

　お父さん、お母さん、これから

もよろしくお願いします。

立
た ち ざ き

崎  愛
あ い

 さん
　成人式を機に、もう少し大人の

自覚を持ちたいと思います。夢は

私が好きだった、授業が楽しい先

生に自分もなること。これから、

いろいろなことに挑戦したいで

す。

　お父さん、お母さん、今まで育

ててくれてありがとう。

田
た な か

中  真
ま な み

奈美 さん
　成人式を迎えて、二十歳の実感

が湧いてきました。将来の夢は、

看護師です。誰からでも頼られる

看護師さんを目指して、これから

も頑張って勉強します。

　お父さん、お母さん、20 年間

ありがとう。

福
ふ く だ

田  麗
れ い な

奈 さん
　みんなにとって孫のような介護

福祉士になりたいです。普段から

心掛けているのは、困っている人

は絶対助けるということ。目指す

のは親孝行できる大人です。

　お父さん、お母さん、ありがと

う。これから充実させていきます。

畠
はたけやま

山  智
と も の り

則 さん
　成人できたので嬉しいです。人

の役に立つ税理士として頑張って

いきたいです。そのためにも、普

段から相手に気持ちを向けるよう

にしています。目指すのは、人を

引っ張っていける大人です。

　両親には、ここまで育ててくれ

てありがとうと伝えたいです。

小
こ ひ や ま

檜山  朝
と も み

巳 さん
　今は大学で英語を勉強中。将来

は、好きなことができる仕事に就

きたいです。まだ成人した実感は

ありませんが、いつまでも目標や

夢を持って成長していける大人に

なりたいと思います。

　両親には今まで申し訳無さしか

ないけど、これから頑張ります。

大
お お や ま

山  らりあ さん
　（成人になった）実感はあまり

ないです。今、子どもから大人ま

で通う習字教室で習字を教えてい

ますが、いい先生になれるよう努

力します。そして、これからはポ

ジティブな大人になりたいです。

　お父さん、お母さん、これから

もよろしくお願いします。

榊
さかき

  諒
りょういち

一 さん
　中学校や高校の時の友だちに会

えてうれしいです。将来の夢は、

子どもを大切にする幸せな家庭を

築くことです。大好きな子どもと

一緒に遊んであげるお父さんにな

りたいと思います。

　両親には、もう感謝しかありま

せん。

庄
し ょ う じ

子  綾
あ や か

香 さん
　将来の夢は、みんなのニーズに

合わせた、喜んでもらえるケーキ

を作るパティシエ。自覚を持って、

でも若いころの初心を忘れない大

人が目標です。

　両親には今までわがままばかり

だったけど、これから恩返しでき

るよう頑張ります。

佐
さ さ き

々木  滉
ひかる

 さん
　成人式を迎えられてうれしいで

す。今はパンを作る会社で働いて

いて、将来は自分でクロワッサン

を作るパン屋さんになれたらいい

なと思います。

　両親に伝えたい言葉は「ありが

とう」です。

河
か わ む ら

村  祐
ゆ い

衣 さん
　まずは今通う大学をきちんと卒

業することが目標。経済の勉強を

していて、将来は金融関係の仕事

に就きたいです。そして、仕事を

しっかりする、かっこいい大人に

なりたいです。

　お父さん、お母さん、もう二十

歳になりました。ありがとう。

織
お り か さ

笠  千
ち は る

春 さん
　建築関係の勉強をしていて、将

来も設計をする仕事に就きたいと

思っています。英語もうまく話せ

るようになりたい。そして、自分

の意志をしっかりと持った大人に

なりたいです。

　両親には、たくさん反抗したけ

ど、ありがとうって伝えたいです。

種
た ね い ち

市  和
か ず き

希 さん
　今働いている職場で頑張ってい

くことが目標です。普段から心が

けているのは、ミスしないよう一

つ一つを大事にすること。落ち着

いた大人になりたいと思います。

　今も一緒に暮らす両親へ、これ

からもよろしくお願いします。

　

未
来
を
担
う
若
者
た
ち
の
新
た
な
門
出
、
成
人
式
。

　

家
族
や
友
人
と
喜
び
を
分
か
ち
合
う
新
成
人
の
表
情
は
、

あ
ふ
れ
る
希
望
と
期
待
に
輝
い
て
い
た
。

　

大
人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
の
日
、
若
者
た

ち
は
何
を
想
う
の
か
。
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人 口 と 世 帯 数

■人口 42,221 人（－ 26 人）・男 20,786 人（＋ 8 人）・女 21,435 人（－ 34 人）　■世帯数 18,828 世帯（＋ 9 世帯）

－ 12月末現在－　※（　）内は前月との増減比較

広報みさわ 2 月号は 14,000 部発行し、1 部あたりの印刷製本費は 72 円です。

「
広
報
み
さ
わ
」
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
、取
り
上
げ
て
ほ
し
い
行
事
や
話
題
な
ど
、

皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ご
連
絡
は
広
報
広
聴
課
ま
で
。
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「自身を超えるアクション俳優を育てたい」
自らの経験を伝え、地域の若者を育てるプロスタントマン

た
。
現
在
は
、
本
気
で
ア
ク
シ
ョ

ン
の
仕
事
を
目
指
す
４
人
の
若
者

が
集
ま
り
、
体
さ
ば
き
か
ら
受
け

身
、
宙
返
り
な
ど
回
転
系
の
技
や

組
手
、木
刀
を
使
っ
た
殺
陣
な
ど
、

熱
心
に
練
習
を
重
ね
て
い
る
。

　
「
ア
ク
シ
ョ
ン
に
は
武
道
の
基

本
と
芝
居
の
両
方
が
必
要
な
ん
で

す
。
そ
し
て
芝
居
に
は『
気
持
ち
』

を
込
め
る
こ
と
が
大
事
」。

　

柏
崎
さ
ん
の
指
導
は
、
基
本
を

大
事
に
し
な
が
ら
、
常
に
観
客
に

見
せ
る
こ
と
へ
の
意
識
を
忘
れ
な

い
。
撮
影
現
場
で
偉
大
な
先
輩
俳

優
を
見
な
が
ら
、
自
ら
が
苦
労
し

て
学
ん
で
き
た
そ
の
教
え
の
中
に

は
、
練
習
の
積
み
重
ね
や
本
物
の

現
場
で
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
い
も

の
も
あ
る
。
芸
能
界
の
厳
し
さ
を

知
る
か
ら
こ
そ
、
柏
崎
さ
ん
は
、

自
身
の
仕
事
に
熱
意
あ
る
教
え
子

を
連
れ
て
行
き
、
貴
重
な
経
験
の

機
会
を
与
え
た
り
も
す
る
。

　
「
地
方
で
仕
事
を
持
ち
、
生
活

し
な
が
ら
映
画
や
ド
ラ
マ
撮
影
の

短
期
間
だ
け
ア
ク
シ
ョ
ン
俳
優
と

し
て
活
動
す
る
方
法
も
あ
り
ま

す
。
夢
を
持
つ
地
域
の
若
者
に
、

も
っ
と
挑
戦
さ
せ
て
あ
げ
た
い
」。

　

柏
崎
さ
ん
は
、
自
身
を
超
え
る

未
来
の
ア
ク
シ
ョ
ン
俳
優
の
誕
生

に
想
い
を
は
せ
た
。

　

紙
一
重
で
拳
を
か
わ
し
、
弧
を

描
く
蹴
り
に
吹
き
飛
ぶ
体
。
剣
士

の
如ご

と

く
斬
り
合
う
木
刀
か
ら
は
、

当
た
ら
ず
と
も
舞
う
血
し
ぶ
き
が

見
え
る
よ
う
―
。「
ア
ク
シ
ョ
ン

ク
ラ
ブ
隼
風
（
は
や
て
）」
代
表

の
柏
崎
博
志
さ
ん
と
そ
の
教
え
子

た
ち
が
、
武
道
館
で
週
１
回
行
う

ア
ク
シ
ョ
ン
の
練
習
に
は
、
本
物

さ
な
が
ら
の
迫
力
が
あ
る
。

　

現
役
の
プ
ロ
ス
タ
ン
ト
マ
ン
と

し
て
活
躍
す
る
柏
崎
さ
ん
は
、
撮

影
中
に
負
っ
た
大
け
が
か
ら
三
沢

市
に
帰
郷
。「
引
退
し
た
と
し
て

も
教
え
る
こ
と
は
で
き
る
」
と
、

リ
ハ
ビ
リ
を
し
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
指
導
を
始

め
た
。
現
在
も
総
合
体
育
館
で
週

４
日
、
技
量
別
に
開
催
す
る
教
室

で
は
、
小
学
生
ま
で
の
子
ど
も
に

前
転
や
側
転
・
後
転
、
上
達
次
第

で
宙
返
り
な
ど
も
教
え
る
。
幼
さ

か
ら
ふ
ざ
け
て
し
ま
う
子
に
は
苦

労
す
る
が
、
教
え
た
技
を
う
ま
く

で
き
た
と
き
が
一
番
う
れ
し
い
と

話
す
柏
崎
さ
ん
。
そ
の
胸
に
秘
め

た
夢
は
、
自
身
を
超
え
る
ア
ク

シ
ョ
ン
俳
優
を
育
て
る
こ
と
だ
。

　

昨
年
５
月
、
仕
事
に
復
帰
し
た

柏
崎
さ
ん
は
、
中
高
生
以
上
の
若

者
を
対
象
に
、
本
格
的
な
ア
ク

シ
ョ
ン
を
教
え
る
講
座
を
始
め

柏
かしわざき

崎  博
ひ ろ し

志 さん

　六川目在住の 48 歳。現役のプロスタ
ントマン。時代劇や特撮など幅広いジャ
ンルで活躍するが、「ウルトラマンコス
モス」の撮影中に大けがを負い、一時的
に現場を離れ帰郷。
　2002 年に「アクションクラブ隼風（は
やて）」を開設。2011 年には NHK 大河
ドラマ「平清盛」でアクションの現場に
自身が復帰。2012 年５月からは週１回、
中高生以上の若者を対象に、本格的なア
クション技術の講座を開設している。そ
の講座の教え子の１人を連れ、同年に
NHK・BS 時代劇「火怨（かえん）・北の
英雄  アテルイ伝」の収録に参加。自身
の経験や人脈などを使い、アクションの
仕事を目指す若者を育てている。

▲収録に参加した柏崎さん㊧と教え子
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